
『
道
教
義
橿
』
序
文
に
見
え
る
「
王
家
八
拉
」
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
i
道
教
教
理
學
と
三
論
學
派
の
論
法
1

饗
谷
　
邦
夫

は

じ
め
に

　

『
道
教
義
橿
』
の
編
者
孟
安
排
は
、
そ
の
序
文
の
中
で
先
行
す
る
教
義
に
つ
い
て
の
論
議
の
歴
史
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
次
の
や
う
に
述

べ
て

ゐ
る
（
。

　
　
其
れ
支
公
十
番
の
辮
、
鍾
生
四
本
の
談
有
り
、
玄
虚
を
事
と
す
と
難
も
、
空
し
く
勝
負
を
論
ず
。
王
家
の
八
拉
、
宋
氏
の
四
非
、
赫

　
　
道
正
の
玄
章
、
劉
先
生
の
通
論
は
、
威
な
主
客
を
存
し
、
從
ひ
て
往
還
を
競
ふ
。
二
観
三
乗
、
六
通
四
等
、
衆
経
の
要
旨
に
至
り
て

　
　
は
、
秘
し
て
未
だ
申
べ
ず
。
惟
だ
玄
門
大
義
の
み
盛
ん
に
斯
の
致
を
論
ぜ
り
。

　
孟
安
排

は
、
支
遁
や
鍾
會
の
議
論
は
玄
虚
を
専
ら
に
し
て
、
空
し
く
勝
負
を
論
ず
る
の
み
で
あ
り
、
王
家
の
八
拉
、
宋
氏
の
四
非
、
緒

道
正
の

玄
章
、
劉
先
生
の
通
論
は
、
い
つ
れ
も
主
客
を
立
て
て
問
答
し
、
そ
の
や
り
と
り
を
競
ふ
も
の
で
あ
つ
て
、
最
も
大
切
な
「
衆
経

の
要
旨
」
に
つ
い
て
は
明
か
に
し
て
ゐ
な
い
と
批
判
し
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
畢
げ
ら
れ
た
四
人
の
法
師
の
う
ち
、
宋
氏
は
梁
の

宋
文

明
、
赫
道
正
は
陳
の
赫
（
楮
）
繰
、
劉
先
生
は
惰
の
劉
進
喜
の
こ
と
と
さ
れ
て
を
り
、
こ
れ
ら
の
人
物
と
併
記
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
か

ら
最
初
の
「
王
家
」
も
梁
か
ら
晴
あ
た
り
の
人
と
推
定
さ
れ
る
が
、
從
來
誰
の
こ
と
を
指
す
の
か
は
明
か
に
さ
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
。
最
近
、
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王

十
氏
は
、
こ
の
「
王
家
」
に
つ
い
て
、
唐
の
至
眞
観
の
道
士
で
『
玄
珠
録
』
を
講
じ
た
王
玄
覧
で
あ
る
と
い
ふ
説
を
提
示
し
た
巴
。
以

下
、
氏
の
論
考
を
手
掛
り
に
こ
の
問
題
を
考
へ
て
み
る
。

「
王
家
」
に
つ
い
て

　
孟

安

排
の
い
ふ
「
E
家
八
拉
」
の
「
王
家
」
と
は
何
を
指
す
の
で
あ
ら
う
か
。
「
E
家
」
が
「
宋
氏
」
と
封
に
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
、

　「

王
家
」
の
「
王
」
が
何
ら
か
の
人
物
を
指
す
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
王
ド
氏
は
、
中
國
國
家
固
書
館
所
藏
の
敦
煤
文
厭
B
D
O
四
六
八

七

號
の

中
に
記
さ
れ
た
問
答
の
問
に
「
拉
」
と
い
ふ
特
徴
的
な
論
難
が
挾
ま
れ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
「
王
家
八
拉
」
の
「
拉
」
に

相
當
す
る
と
考
へ
、
同
時
に
王
玄
覧
の
『
玄
珠
録
』
と
の
間
に
内
容
の
類
似
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
王
玄
覧
を
B
D
O
四
六
八
七
號
の

著
者
に
比
定
す
る
と
と
も
に
、
「
土
家
」
の
「
七
」
は
E
玄
覧
の
こ
と
だ
と
推
定
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
こ
の
推
定
は
明
確
な
謎
援
に
基

づ

く
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
受
入
れ
る
こ
と
は
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
い

ま
、
『
大
正
藏
』
舎
五
一
に
『
稗
門
自
鏡
録
』
な
る
書
が
牧
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
書
は
、
現
行
本
で
は
唐
僧
懐
信
の
著
と
さ
れ
て

ゐ

る
が
、
實
は
さ
う
で
は
な
く
、
懐
信
と
同
じ
藍
谷
悟
眞
寺
（
あ
る
い
は
津
梁
寺
）
の
僧
侶
慧
祥
（
六
三
九
／
六
四
五
ー
？
）
の
も
の
で

あ
る
こ
と
、
そ
の
成
書
年
代
は
中
宗
の
聖
暦
二
年
（
六
九
九
）
以
前
で
あ
る
こ
と
は
、
伊
吹
敦
氏
に
よ
つ
て
つ
と
に
論
讃
さ
れ
て
ゐ
る
、
。

こ
の
『
澤
門
自
鏡
録
』
巻
卜
「
梁
偽
沙
門
智
稜
罷
道
肌
α
法
失
音
舌
舎
事
」
（
大
正
五
一
、
八
一
〇
卜
）
の
中
に
は
、
陳
の
馬
稿
の
『
道
學

傳
』
が
「
附
道
學
傳
王
斌
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
王
斌
と
は
お
よ
そ
次
の
や
う
な
人
物
で
あ
つ
た
こ
と
が
知
ら
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れ
る
。

　
王
斌
は
少

く
し
て
沙
門
と
な
つ
た
が
、
辮
論
が
さ
わ
や
か
で
、
ま
た
文
章
を
好
ん
だ
。
し
か
し
、
性
格
に
落
着
き
が
な
く
大
法
螺
吹
き

で
、
し
ば
し
ば
戒
律
に
反
す
る
行
ひ
が
あ
り
、
人
と
違
つ
た
こ
と
を
行
つ
た
。
い
つ
も
草
を
編
ん
だ
靴
を
履
い
て
や
つ
て
來
て
は
ヒ
座
に

坐

り
、
あ
る
い
は
下
駄
を
履
い
て
街
路
を
ぶ
ら
つ
い
た
。
何
度
も
僧
た
ち
と
悶
着
を
起
し
、
遂
に
佛
門
に
反
い
て
道
教
に
掃
依
し
た
。
作

文
の
才
能
が
清
新
な
の
で
、
道
七
の
リ
ー
ダ
ー
に
携
が
れ
た
。
郎
陵
E
は
平
素
か
ら
E
斌
の
才
を
認
め
て
招
聰
し
、
二
．
教
學
上
と
呼
ん
だ
。

そ

の

著
に
は
璽
實
大
旨
な
ど
敷
百
春
あ
り
、
多
く
佛
経
を
引
い
た
の
で
、
因
縁
法
輪
五
道
三
界
天
堂
地
獄
餓
鬼
宿
世
十
號
十
戒
十
方
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ

三

天

等
の
語
が
有
る
。
ま
た
、
欝
軍
國
を
棄
賢
世
界
と
い
ふ
や
う
に
、
六
通
を
改
め
て
六
洞
と
し
た
り
、
、
大
梵
観
音
三
實
六
情
四
等
六

度
二
．
業
三
災
九
十
六
種
三
會
六
齋
等
の
語
が
有
つ
た
。
さ
ら
に
「
五
格
八
拉
」
を
撰
述
し
て
、
論
難
の
法
と
し
た
。

　

『
稗

門
自
鏡
録
』
の
引
く
こ
の
『
道
學
博
』
は
、
陳
國
符
が
輯
侠
し
て
『
道
藏
源
流
考
』
に
附
載
し
た
「
道
學
傳
輯
侠
」
に
は
牧
録
さ

れ
て

ゐ

な
い
が
、
こ
れ
が
確
か
に
『
道
學
博
』
の
供
文
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
E
斌
は
馬
椹
（
五
．
．
○
ー
五
八
，
）
が
『
道
學
傳
』
を
編
輯

す

る
以
前
の
人
物
で
あ
つ
た
こ
と
に
な
る
。
『
陳
書
』
春
一
九
の
馬
橿
の
傳
に
よ
れ
ば
、
馬
橿
は
数
歳
に
し
て
父
母
を
と
も
に
失
ひ
、
姑

に

養
は
れ
た
。
六
歳
で
『
孝
経
』
『
論
語
』
『
老
子
』
を
調
話
し
、
長
ず
る
に
及
ん
で
は
経
史
の
書
を
極
め
、
佛
経
及
び
『
周
易
』
『
老
子
』

の

解
繹
に
長
じ
た
と
い
ふ
。
そ
の
後
、
梁
の
郡
陵
工
輪
に
引
か
れ
て
そ
の
學
十
と
な
つ
た
。
あ
る
時
論
が
自
ら
『
大
品
経
』
を
講
じ
、
馬

橿
に

は

『
維
摩
経
』
『
老
子
』
『
周
易
』
を
講
じ
さ
せ
、
道
俗
二
千
人
が
聴
聞
し
た
。
郡
陵
王
は
優
劣
を
見
極
め
た
い
と
思
ひ
、
會
衆
に
向

つ
て

「
馬
學

ト
と
義
を
論
ず
る
者
は
、
必
ず
屈
伏
せ
使
め
よ
、
空
し
く
主
客
を
立
つ
る
を
得
ず
」
と
命
じ
、
そ
こ
で
敷
人
の
學
者
が
そ
れ

ぞ
れ
質

問
を
始
め
る
と
、
馬
橿
は
順
序
立
て
て
解
稗
し
、
ま
つ
は
宗
旨
を
述
べ
て
か
ら
、
次
々
と
細
か
く
議
論
を
展
開
し
て
窮
ま
る
こ
と

が

な
か
つ
た
の
で
、
封
論
者
は
黙
つ
て
聴
受
す
る
だ
け
で
あ
つ
た
と
い
ふ
。
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こ
の
や
う
に
、
馬
橿
自
身
も
佛
典
や
三
玄
の
書
に
精
通
し
、
議
論
に
長
け
た
學
者
で
あ
つ
た
。
『
道
學
傳
』
王
斌
博
に
い
ふ
郡
陵
王
と

は
恐

ら
く
馬
橿
が
仕
へ
た
梁
の
部
陵
王
論
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
さ
う
で
あ
れ
ば
、
馬
橿
と
王
斌
と
は
時
を
同
じ
く
し
て
縮
の
周
邊
で
顔
を

合
は

せ
て

ゐ

た
可
能
性
も
考
へ
ら
れ
る
。
こ
れ
と
關
係
す
る
資
料
と
し
て
、
『
南
史
』
巻
四
八
陸
慧
曉
傳
附
陸
廠
傳
に
次
の
や
う
な
記
事

　
　
　
θ

が
あ
る
ー
。

　
　
時
に

王
斌

な
る
者
有
り
、
何
許
の
人
な
る
や
を
知
ら
ず
。
四
聲
論
を
著
は
し
て
時
に
行
は
る
。
斌
は
初
め
道
人
と
爲
り
、
博
く
経
籍

　
　
を
渉
し
、
雅
に
才
辮
有
り
、
善
く
文
を
属
り
、
能
く
唱
導
す
る
も
容
儀
を
修
め
ず
。
嘗
つ
て
弊
衣
し
て
瓦
官
寺
に
於
て
雲
法
師
の
成

　
　
實
論
を
講
ず
る
を
聴
く
に
、
復
た
坐
庭
無
く
、
唯
だ
僧
正
慧
超
の
み
尚
ほ
席
を
空
し
う
せ
ば
、
斌
直
ち
に
其
の
側
に
坐
す
。
…
…
而

　
　

し
て
機
を
撫
し
て
問
難
す
る
に
、
辞
理
清
畢
し
て
、
四
座
皆
属
目
す
。
後
に
還
俗
し
、
詩
樂
を
以
て
自
ら
樂
し
み
、
人
能
く
之
に
名

　
　
つ
く
る
莫
し
。

　
陸
蕨
は
南
齊

の

人
、
沈
約
ら
と
時
を
同
じ
く
し
、
永
元
元
年
（
五
〇
〇
）
に
二
十
八
歳
で
死
ん
で
ゐ
る
。
僧
正
慧
超
は
、
梁
の
大
僧
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
澗
寺
慧
超
（
（
？
ー
五
二
六
）
、
瓦
官
寺
で
『
成
實
論
』
を
講
じ
た
雲
法
師
と
は
、
梁
の
光
宅
寺
法
雲
（
（
四
六
七
ー
五
二
九
）
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

で

あ
ら
う
。
『
績
高
僧
傳
』
春
五
法
雲
侮
（
大
正
五
〇
、
四
六
四
上
）
に
よ
れ
ば
（
、
「
天
監
二
年
、
…
…
時
に
諸
名
徳
各
お
の
成
實
義
疏

を
撰
す
。
雲
乃
ち
経
論
合
撰
し
、
四
十
科
有
り
て
、
四
十
二
春
を
爲
す
。
俄
か
に
尋
究
し
了
ん
ぬ
。
又
た
救
し
て
寺
に
於
て
三
遍
講
を
敷

か

し
め
、
廣
く
義
學
を
請
い
て
、
諸
堂
宇
に
充
た
す
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
援
れ
ば
、
王
斌
が
法
雲
の
『
成
實
論
』
の
講
莚
に
列
し
た
の
は
、

天
監

二
年

（五
〇

三
）
前
後
の
こ
と
で
あ
つ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
て
み
る
と
、
『
南
史
』
に
見
え
る
王
斌
も
南
齊
末
か
ら
梁
初
の
人
物

で

あ
り
、
梁
の
郡
陵
王
の
も
と
で
三
教
學
士
と
稻
さ
れ
た
『
道
學
傳
』
の
傳
へ
る
王
斌
と
同
一
人
物
と
考
え
て
間
違
ひ
は
な
か
ら
う
。
ま

た
、
當
初
道
人
（
沙
門
）
で
あ
つ
た
が
、
後
に
還
俗
し
た
と
い
ふ
こ
と
、
講
義
の
場
で
機
會
を
捉
へ
て
は
問
難
を
し
か
け
、
理
路
整
然
と
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し
て
衆
人
の
注
目
を
集
め
た
こ
と
な
ど
、
沙
門
か
ら
道
家
に
榑
じ
、
大
量
の
著
作
を
も
の
し
、
「
五
格
八
拉
」
を
撰
述
し
た
と
い
ふ
『
道

學
博
』
の
王
斌
と
土
ハ
通
す
る
黙
が
多
い
こ
と
も
こ
の
や
う
な
推
測
を
確
か
な
も
の
と
す
る
。

　
王
斌
に

關
し
て
は
、
い
ま
ひ
と
つ
關
連
資
料
が
存
在
す
る
。
唐
の
法
琳
の
『
辮
正
論
』
巻
五
鐸
李
師
資
篇
第
四
（
大
正
五
二
、
五
二
四

　
　
　
胸

中
）
の
，
「
所
以
に
佛
は
法
王
と
號
し
、
世
の
調
御
た
り
。
下
凡
上
聖
蹄
依
せ
ざ
る
靡
し
。
貴
に
五
老
の
神
と
稻
し
、
三
皇
の
籔
を
侃
し

て
、
能
く
繹
氏
の
師
と
爲
る
も
の
有
ら
ん
や
」
に
附
さ
れ
た
注
の
末
尾
に
（
、
「
顔
光
祓
王
斌
等
云
は
く
、
道
は
形
を
練
り
、
法
は
仙
化
に

在

り
。
佛
は
心
を
持
し
、
教
は
濟
物
に
在
り
。
道
の
宗
と
す
る
所
を
論
ず
れ
ば
、
三
皇
及
與
五
龍
な
り
」
と
顔
光
緑
と
と
も
に
王
斌
の
名

が

墨
げ

ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
こ
に
い
ふ
顔
光
緑
と
は
、
顔
延
之
（
三
八
四
ー
四
五
六
）
の
こ
と
と
考
へ
ら
れ
る
。
彼
の
作
で
あ
る
「
庭
詰
」

第
二
章
は
、
、
「
道
を
爲
む
る
者
は
、
蓋
し
流
は
仙
法
よ
り
出
づ
、
故
に
練
形
を
以
て
上
と
爲
す
。
佛
を
崇
ぶ
者
は
、
本
は
神
教
に
在
り
、

故
に

治
心

を
以
て
先
と
爲
す
」
で
始
ま
つ
て
を
り
、
上
引
の
注
の
文
章
と
大
意
が
一
致
す
る
。
恐
ら
く
王
斌
の
文
章
に
も
同
様
の
主
張
が

あ

り
、
「
庭
諾
」
に
は
見
ら
れ
な
い
「
道
の
宗
と
す
る
所
を
論
ず
れ
ば
、
三
皇
及
與
五
龍
な
り
」
と
い
ふ
あ
た
り
が
王
斌
の
文
章
か
ら
の

引
用
な
の
で
あ
ら
う
。

　
以
上

の

こ
と
か
ら
、
ひ
と
ま
つ
王
斌
な
る
人
物
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
や
う
に
い
へ
よ
う
。
南
齊
末
か
ら
梁
初
に
か
け
て
建

康
で
活
躍

し
た
人
物
で
あ
り
、
若
い
と
き
に
は
沙
門
と
し
て
佛
教
を
修
め
、
瓦
官
寺
な
ど
の
講
莚
に
連
な
つ
て
名
を
上
げ
た
が
、
後
に
還

俗

し
て
道
教
に
傾
き
、
佛
教
の
教
理
概
念
を
改
愛
し
て
道
教
の
教
理
に
導
入
し
、
多
く
の
道
教
關
係
の
著
作
や
『
四
聲
論
』
と
い
つ
た
音

韻
に
關
係
す
る
と
思
は
れ
る
著
作
を
も
の
し
た
。
と
り
わ
け
「
五
格
八
拉
」
は
論
議
の
形
式
を
述
べ
た
書
と
し
て
著
名
で
あ
つ
た
。

　
孟
安
排
の
『
道
教
義
橿
』
序
が
取
り
上
げ
た
「
王
家
八
拉
」
の
「
王
家
」
と
は
、
王
十
論
文
が
推
定
し
た
唐
の
王
玄
覧
の
こ
と
で
は
な

く
、
南
朝
梁
の
王
斌
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
も
は
や
明
か
で
あ
ら
う
。
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三
論
學
派
に

お

け
る
論
議
の
形
式
と
し
て
の
「
拉
」

　
次
に
、
「
王
家
八
並
」
の
「
八
拉
」
に
つ
い
て
考
へ
て
み
る
。
『
道
學
傳
』
王
斌
傳
の
末
尾
に
は
、
「
又
た
五
格
八
蛇
を
撰
し
、
論
難
の

法

と
爲
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
ゐ
た
。
こ
れ
だ
け
で
は
「
五
格
八
拉
」
が
，
書
な
の
か
「
五
格
」
と
「
八
拉
」
の
二
書
な
の
か
は
明
確
で
は

な
い
が
、
『
道
教
義
橿
』
が
「
五
格
」
で
は
な
く
「
八
拉
」
の
み
に
言
及
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
こ
の
二
者
が
別
の
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
を

強

く
示
唆
し
よ
う
。
い
つ
れ
に
し
て
も
、
「
八
蛇
」
と
は
「
論
難
の
法
」
つ
ま
り
論
議
の
場
に
お
け
る
議
論
の
方
法
あ
る
い
は
形
式
に
つ

い
て

の

書
で
あ
り
、
同
時
に
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
た
方
法
な
い
し
形
式
そ
の
も
の
を
も
指
す
と
考
へ
ら
れ
る
、

　
と
こ
ろ
で
、
唐
の
道
宣
の
『
績
高
僧
傳
』
巷
　
五
末
（
大
正
五
〇
、
五
四
九
下
）
の
「
論
賛
」
に
は
、
「
夫
の
論
義
の
設
を
原
ぬ
る
に
、

其
の
本
は
四
た
り
。
或
い
は
撃
揚
し
て
以
て
其
の
道
を
明
か
に
し
、
幽
旨
斯
に
由
り
て
開
く
を
得
。
或
い
は
影
響
し
て
以
て
其
の
風
を
扇

り
、
慧
業
斯
に
由
り
て
弘
く
樹
つ
。
或
い
は
疑
ひ
を
抱
い
て
以
て
明
決
を
諮
り
、
斯
要
正
に
是
れ
機
に
當
た
る
。
或
い
は
衿
伐
し
て
以
て

時

賢
を
冒
し
、
安
詞
以
て
愚
箭
を
抜
く
」
と
ま
つ
論
議
の
四
つ
の
態
様
に
つ
い
て
述
べ
た
後
に
、
議
論
の
場
で
は
往
々
に
し
て
、
最
初
は

寛

容
で
あ
る
が
次
第
に
攻
撃
的
に
な
り
、
あ
る
い
は
非
凡
な
境
界
が
や
が
て
は
憶
測
へ
と
堕
す
こ
と
に
な
り
や
す
い
こ
と
を
指
摘
し
、
そ

れ

に
績
け
て
議
論
が
昭
る
弊
害
の
典
型
的
な
例
と
し
て
、
「
王
斌
論
拉
」
を
「
明
探
蛇
勢
」
と
と
も
に
撃
げ
て
ゐ
る
。
「
明
探
蛇
勢
」
は
、

『
績
高
僧
傳
』
巻
二
五
（
大
正
五
〇
、
六
五
六
上
）
に
見
え
る
繹
明
探
が
撰
し
た
と
い
ふ
『
蛇
勢
論
』
の
こ
と
。
鐸
明
探
が
『
蛇
勢
論
』

を
撰
し
た
報
ひ
で
南
足
が
か
ら
み
つ
い
て
蛇
の
尾
の
や
う
に
な
つ
た
と
い
ふ
故
事
を
踏
ま
へ
る
。
一
方
、
「
王
斌
論
並
」
が
孟
安
排
が
「
成
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な
主
客
を
存
し
、
從
ひ
て
往
w
・
遍
を
競
ふ
L
も
の
と
槍
七
に
ト
げ
た
「
王
家
八
黄
」
と
關
係
す
る
で
あ
ら
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
よ
う
。

道
宣

は
、
「
其
の
道
を
論
ず
る
を
聴
か
ば
、
惟
だ
殺
死
の
言
を
聞
く
の
み
、
其
の
容
色
を
観
れ
ば
、
但
だ
紛
披
の
相
を
見
る
の
み
」
と
彼

ら
の
議
論
を
形
容
す
る
が
、
「
後
業
の
作
る
に
及
ぶ
や
、
或
い
は
生
き
な
が
ら
蛇
報
に
充
て
ら
れ
、
或
い
は
舌
喉
中
に
欄
る
」
と
い
ふ
。
「
生

充
蛇
報
」
は
繹
明
探
の
こ
と
を
指
す
か
ら
、
「
舌
欄
喉
中
」
は
王
斌
に
つ
い
て
い
ふ
の
で
あ
ら
う
。
た
だ
し
、
そ
の
や
う
な
報
雁
潭
が
王

斌
に

つ
い

て

存
在
し
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
「
舌
欄
口
（
喉
）
中
」
と
い
ふ
の
は
、
｛
般
に
佛
法
を
誹
つ
た
者
に
封
す
る
報
ひ

を
意
味
す
る
場
合
も
多
い
か
ら
、
佛
法
を
捨
て
て
道
教
に
傾
い
た
王
斌
を
既
め
る
た
め
の
言
辞
に
過
ぎ
ぬ
の
か
も
知
れ
ぬ
。

　

道
宣
の
い
ふ
「
王
斌
論
拉
」
と
は
、
具
髄
的
に
ど
う
い
ふ
こ
と
か
。
一
般
的
に
こ
の
時
期
（
六
朝
末
か
ら
階
唐
初
）
に
か
け
て
の
道
教

教
理
學

は
、
佛
教
の
三
論
學
派
の
強
い
影
響
を
受
け
て
ゐ
た
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
孟
安
排
が
「
王
家
八
拉
」
と
と
も
に
睾
げ
た
「
宋

氏
四

句
」
は
、
四
句
分
別
に
よ
る
中
道
の
論
理
を
道
教
教
理
に
援
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
痕
跡
は
『
道
教
義
橿
』
な
ど
に
引
用
さ
れ

る
宋
法
師
（
文
明
）
の
説
な
ど
に
し
ば
し
ば
そ
の
實
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
　
，
方
の
「
王
家
八
拉
」
に
つ
い
て
は
、
從
來

ほ

と
ん
ど
そ
の
實
例
と
お
ぼ
し
き
も
の
を
道
藏
を
は
じ
め
と
す
る
道
教
資
料
の
中
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
。
王
ド
氏
が
敦
燈
文

献

B
D
O
四
六
八
七
號
の
中
に
若
干
の
手
掛
か
り
を
見
出
し
た
の
は
、
こ
の
方
面
に
お
け
る
最
初
の
獲
見
と
い
へ
る
も
の
で
あ
る
が
、
し

か

し
・
そ
の
實
態
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
左
に
解
明
さ
れ
た
と
は
い
へ
な
い
㍗
現
状
で
は
・
道
教
文
厭
の
中
⊆
」
の
問
題
を
解
決
す

る
手
掛
か
り
を
捜
す
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
と
思
は
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
し
ば
ら
く
王
斌
も
そ
の
影
響
を
受
け
た
と
考
へ
ら
れ
る
一
．
一
論

學
派
に

お
け

る
問
答
の
方
法
に
目
を
轄
じ
て
、
「
王
家
八
拉
」
の
手
掛
か
り
を
探
つ
て
い
く
こ
と
に
す
る
、
。

　
三

論
學
派
の
大
成
者
で
あ
る
占
藏
（
五
四
九
ー
六
一
．
三
）
に
は
、
『
一
二
論
』
そ
れ
ぞ
れ
に
封
す
る
疏
が
あ
る
。
い
ま
、
『
十
二
門
論
疏
』

舎
上
末

（大

正

四
．
一
、
一
八
九
中
）
「
観
有
果
無
果
門
」
の
疏
の
中
に
、
「
又
夫
論
議
之
方
、
有
難
有
拉
有
噴
」
と
い
ふ
記
述
を
見
出
す
こ
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と
が
で
き
る
。
以
下
、
吉
藏
が
い
ふ
「
難
」
「
拉
」
「
噴
」
の
三
種
の
論
議
の
方
法
（
形
式
）
を
『
十
二
門
論
疏
』
の
記
述
を
も
と
に
考
へ

て

み
る
。

　
ま
つ
、
『
十
二
門
論
』
「
観
有
果
無
果
門
」
冒
頭
部
分
に
封
し
て
、
吉
藏
は
以
下
の
や
う
に
科
段
を
立
て
て
ゐ
る
。

　
門
全
磯
は
「
長
行
獲
起
」
、
「
偶
本
破
」
、
「
長
行
繹
」
の
三
段
に
分
け
る
。
そ
の
上
で
、
偶
を
第
一
か
ら
第
三
句
ま
で
の
「
総
非
」
と
第

四
句
の
「
呵
噴
」
に
分
け
、
長
行
を
偶
の
第
一
句
か
ら
第
三
句
を
解
鐸
す
る
部
分
と
第
四
句
を
解
稗
す
る
部
分
に
二
分
す
る
。
さ
ら
に
、

第
一
句
か
ら
第
三
句
を
解
繹
す
る
部
分
を
三
句
全
艘
を
総
唱
す
る
部
分
と
三
句
を
個
別
に
解
鐸
す
る
別
鐸
に
二
分
す
る
。
こ
の
や
う
な
大

枠

を
設
定
し
た
う
へ
で
、
あ
ら
た
め
て
『
十
二
門
論
』
の
「
因
中
前
有
果
不
生
」
に
つ
い
て
、
破
救
（
論
難
と
反
論
）
に
つ
い
て
論
ず
れ

ば
、
そ
の
問
答
に
は
八
番
あ
る
と
し
、
第
一
牒
有
、
第
二
破
有
、
第
三
救
、
第
四
重
破
、
第
五
重
救
、
第
六
重
破
、
第
七
重
救
、
第
八
重

破
の

四
立
四
破
が
あ
る
と
い
ふ
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
、
能
破
門
に
つ
い
て
は
、
初
章
就
生
不
生
門
（
有
七
破
）
、
第
二
檬
愛
不
攣
門

（有
四
破
）
、
第
三
就
果
晶
細
門
（
有
四
破
）
、
第
四
就
噴
果
不
成
門
（
有
五
破
）
、
第
五
噴
異
果
門
（
有
四
破
）
の
全
部
で
二
十
四
の
能

破
門
が
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
、
初
章
就
生
不
生
門
の
七
破
に
つ
い
て
、
「
倶
生
破
、
二
倶
不
生
破
、
三
以
同
噴
異
破
、
四
將
異
拉
同
破
、

五
無
異
破
、
六
無
用
破
、
七
噴
用
破
の
七
破
の
名
稻
を
暴
げ
て
以
下
の
や
う
に
解
説
し
て
ゐ
る
白
。

　
　
倶
生

破

と
は
、
未
生
は
是
れ
有
な
れ
ば
、
既
に
其
れ
生
ず
る
を
得
ば
、
生
じ
已
は
れ
る
も
亦
た
有
に
し
て
、
亦
た
雁
に
更
に
生
ず
べ

　
　
し
。
已
未
を
し
て
倶
に
生
ぜ
令
む
。
倶
に
生
ず
る
の
破
と
名
つ
く
。

　
　
倶
不
生
破

と
は
、
若
し
巳
生
是
れ
有
な
れ
ば
、
既
に
其
れ
生
ぜ
ざ
れ
ば
、
未
生
は
是
れ
有
に
し
て
、
亦
た
雁
に
生
ぜ
ざ
る
べ
し
。
倶

　
　
に

生

ぜ
ざ
る
の
破
と
名
つ
く
。

　
　
以

同
徴
異
破
と
は
、
既
に
同
じ
く
是
れ
有
な
れ
ば
、
云
何
ぞ
一
は
生
じ
一
は
生
ぜ
ざ
る
の
異
有
ら
ん
。
故
に
同
を
以
て
異
を
徴
す
る
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の

破
と
名
つ
く
。

　
　
將
異
拉

同
破
と
は
、
未
生
既
に
有
な
れ
ば
、
生
じ
已
は
れ
る
は
慮
に
無
な
る
べ
し
。
已
未
の
異
を
將
て
有
な
る
こ
と
同
じ
き
の
義
に

　
　
拉
す
。
異
を
將
て
同
を
拉
す
る
の
破
と
名
つ
く
。

　
　
無
異
破
と
は
、
有
の
義
既
に
同
じ
け
れ
ば
、
則
ち
已
未
既
に
異
無
し
。

　
　
無

用
破
と
は
、
縦
し
果
巳
に
有
な
れ
ば
、
何
の
用
あ
り
て
か
更
に
生
ぜ
ん
。

　
　
噴
用
破
と
は
、
異
（
果
）
既
に
已
に
有
な
れ
ば
、
雁
に
見
る
可
き
の
用
有
る
べ
し
。

　
　
此

の
七
門
は
因
循
次
第
し
て
來
る
。

　
上
述
の

「
又
た

夫
れ
論
議
の
方

に
、
難
有
り
拉
有
り
噴
有
り
」
と
い
ふ
文
章
は
、
こ
の
七
破
の
六
番
目
で
あ
る
無
用
破
の
冒
頭
「
『
復

次
』
よ
り
下
は
第
六
無
用
破
。
上
自
り
巳
來
、
難
拉
縦
横
た
り
。
今
拉
び
に
之
を
停
め
、
直
ち
に
週
か
に
其
の
有
の
義
を
噴
す
。
汝
既
に

『
已
有
何
用
更
生
』
（
と
言
へ
ば
）
、
直
ち
に
斯
の
噴
を
作
せ
り
。
辞
理
則
ち
窮
ま
り
、
言
の
封
す
可
き
無
し
」
と
あ
る
の
に
績
く
も
の
で

あ
り
，
、
こ
の
第
六
破
よ
り
前
は
「
難
拉
」
に
當
た
り
、
以
下
は
「
噴
」
に
相
當
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
以
下
に
述
べ
る
や
う

に
、
第
四
破
の
中
で
は
、
「
又
此
亦
得
是
拉
」
と
い
ひ
、
第
五
破
で
は
「
又
此
亦
得
拉
」
と
い
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
第
四
破
、
第
五
破
が
「
拉
」

に

相
當
す
る
こ
と
、
こ
れ
以
前
の
第
一
破
か
ら
第
三
破
が
「
難
」
に
相
當
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
ほ
、
第
三
破
に
「
以
同
噴
異
破
」

と
題
し
て
ゐ
る
か
ら
、
實
際
は
難
、
難
、
噴
、
拉
、
拉
、
噴
、
噴
と
な
つ
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
こ
の
七
破
に
關
す
る
吉

藏
の
疏
の
う
ち
「
拉
」
に
關
は
る
第
四
破
、
第
五
破
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
て
み
よ
う
、
。

　
吉
藏
は
、
「
第
四
將
異
拉
同
破
」
で
は
『
十
二
門
論
』
の
該
當
文
を
細
分
せ
ず
一
文
と
し
て
扱
か
ひ
、
以
下
の
や
う
に
解
繹
し
て
ゐ
る
禦

　
　

「
復

次
」
よ
り
下
は
第
四
捉
異
拉
同
破
な
り
。
外
人
の
「
生
未
生
異
」
を
提
し
て
、
以
て
果
鵠
は
雁
に
始
終
有
な
る
こ
と
同
じ
か
ら
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ざ
る
べ
き
を
徴
す
。
汝
は
「
已
未
相
い
違
ふ
」
と
な
せ
ば
、
亦
た
雁
に
有
無
相
い
違
ふ
べ
し
。
未
生
既
に
有
な
れ
ば
、
生
じ
巳
は
れ

　
　
る
は
則
ち
無
な
り
。
又
た
汝
は
世
情
に
反
し
て
、
「
未
生
は
是
れ
有
」
と
言
へ
ば
、
亦
た
世
情
に
反
し
て
、
「
已
生
は
便
ち
雁
に
是
れ

　
　
無

な
る
べ
し
」
。
又
た
此
れ
亦
た
是
れ
拉
な
る
を
得
。
若
し
必
ず
生
と
未
生
と
異
る
と
言
は
ば
、
亦
た
雁
に
有
無
異
る
べ
き
な
り
。

　
　
己

未

相
い
違
ふ
が
故
に
、
是
の
二
の
作
相
も
亦
た
亦
た
雁
に
相
い
違
ふ
べ
き
は
、
正
に
有
無
相
い
違
ふ
の
難
を
作
す
な
り
。
二
の
所

　
　
作
の
果
鱒
の
相
も
亦
た
磨
に
相
い
違
ふ
べ
く
ん
ば
、
則
ち
未
生
の
果
は
既
に
其
れ
是
れ
有
に
し
て
、
已
生
の
果
は
即
ち
慮
に
是
れ
無

　
　
な
る
べ
し
。

　
吉
藏
の
解
鐸
に
よ
れ
ば
、
『
十
一
．
門
論
』
の
文
章
は
、
「
未
生
」
「
已
生
」
の
隔
別
を
立
て
る
以
上
、
果
酷
の
有
無
に
つ
い
て
も
逼
別
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
論
理
的
に
は
「
未
生
」
を
「
有
」
だ
と
す
れ
ば
「
已
生
」
は
「
無
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
も
し
世
情

に

反

し
て
「
未
生
」
を
「
有
」
だ
と
い
ふ
な
ら
、
同
じ
く
世
情
に
反
し
て
「
已
生
」
を
「
無
」
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
と
い
ふ
こ
と
を
指

摘

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
吉
藏
は
、
「
又
此
亦
得
是
拉
」
　
こ
れ
も
ま
た
「
拉
」
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
ー
と
い
ふ
。
こ
れ

は
、
相
手
が
「
世
情
に
反
し
て
未
生
は
有
」
と
主
張
す
る
な
ら
、
そ
れ
と
相
雁
す
る
論
理
を
援
用
し
て
「
世
情
に
反
し
て
已
生
は
無
」
と

い
ふ
反
封

の
結

論
を
導
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
主
張
す
る
論
法
　
す
な
は
ち
「
拉
」
を
立
て
得
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
次
に
「
第
五
無
異
破
」
に
つ
い
て
は
、
『
十
，
、
門
論
』
の
該
當
文
を
「
正
難
」
「
鐸
難
」
に
二
分
し
て
扱
か
ひ
以
下
の
や
う
に
い
ふ
、
。

　
　

「
復
次
」
よ
り
下
は
第
五
無
異
破
な
り
。
前
に
正
難
し
、
次
い
で
繹
難
す
。
正
難
中
に
前
に
世
間
の
「
未
生
は
是
れ
無
、
生
じ
巳
は

　
　
れ

る
は
是
れ
有
」
を
牒
す
。
故
に
「
有
は
無
と
相
い
違
ひ
、
無
は
有
と
相
い
違
ふ
」
と
言
ふ
な
り
。
「
若
生
巳
亦
有
」
よ
り
下
は
外

　
　
を
正
難
す
る
な
り
。
汝
若
し
前
の
第
四
生
已
無
難
を
避
け
ん
と
な
ら
ば
、
便
ち
當
に
果
酷
は
始
終
都
て
有
な
る
べ
し
。
是
の
故
に
今

　
　
明
か
せ
り
、
若
し
生
と
未
生
と
二
倶
に
有
に
し
て
生
ぜ
ば
、
生
じ
已
は
れ
る
と
未
だ
生
ぜ
ざ
る
と
何
の
異
か
有
ら
ん
や
。
又
た
此
れ
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亦
た

拉
す

る
を
得
。
若
し
生
と
未
生
と
同
に
是
れ
有
な
れ
ば
、
亦
た
雁
に
生
と
未
生
と
同
に
皆
是
れ
已
な
る
べ
し
。
生
と
未
生
と
倶

　
　
に

已

（未
）
な
る
べ
し
。
若
し
未
生
を
以
て
未
と
爲
し
、
生
じ
已
は
れ
る
を
已
と
爲
さ
ば
、
亦
た
雁
に
已
生
を
未
と
爲
し
、
未
生
を

　
　
巳

と
爲
す
べ
し
。
又
た
若
し
有
は
未
に
し
て
有
は
巳
な
ら
ば
、
則
ち
有
は
有
に
し
て
有
は
無
な
り
。
四
難
を
具
せ
り
。

　
吉
藏
は
、
『
十
二
門
論
』
の
こ
の
部
分
は
「
未
生
は
無
で
あ
り
、
生
じ
已
は
つ
た
も
の
は
有
で
あ
る
」
と
い
ふ
世
情
の
常
識
に
基
づ
き
、

「
有
」
と
「
無
」
は
相
違
す
る
と
い
ふ
命
題
を
提
示
し
た
う
へ
で
、
第
四
破
で
の
「
生
じ
お
は
つ
た
も
の
は
無
で
あ
る
」
と
い
ふ
論
難
を

避

け
よ
う
と
思
へ
ば
、
果
艘
が
終
始
有
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
ゑ
、
「
未
生
」
と
「
生
」
と
が
と
も
に
「
有
」
で
あ

れ

ば
、
「
生
じ
巳
は
つ
た
も
の
」
と
「
末
生
」
に
は
何
の
随
別
も
無
く
な
る
こ
と
を
明
か
に
し
て
相
手
を
論
難
し
た
の
だ
と
い
ふ
。
こ
こ

で
吉
藏
は
「
又
此
亦
得
拉
」
1
こ
れ
も
ま
た
「
拉
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
ー
と
述
べ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
、
巳
生
と
未
生
と
が
と
も
に
有
で

あ

る
と
い
ふ
相
手
の
論
理
を
前
提
に
す
れ
ば
、
巳
生
と
未
生
は
と
も
に
已
で
あ
る
は
つ
で
あ
る
。
或
い
は
、
已
生
と
未
生
は
と
も
に
未
で

あ
る
は
つ
で
あ
る
。
も
し
未
生
が
未
、
已
生
が
巳
だ
と
す
れ
ば
、
同
様
に
已
生
は
未
、
未
生
は
巳
と
な
る
は
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
も
し
有

が

未

で

あ
り
ま
た
巳
で
も
あ
る
な
ら
、
有
は
有
で
も
あ
り
無
で
も
あ
る
こ
と
に
な
る
と
相
手
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
ー
つ
ま
り
「
拉
」
す
る

こ

と
が
で
き
る
と
い
ふ
意
味
で
あ
ら
う
、
。

　

こ
の
や
う
に
、
吉
藏
は
第
四
破
と
第
五
破
に
關
し
て
は
、
『
十
二
門
論
』
の
論
議
の
方
法
は
、
い
つ
れ
も
「
拉
」
の
範
疇
に
牧
め
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
つ
て
ゐ
る
。

　
吉
藏
は
『
十
二
門
論
疏
』
以
外
で
も
同
様
の
説
明
を
行
つ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
、
『
中
観
論
疏
』
春
六
末
（
大
正
四
二
、
…
〇
ニ
ヒ
）
で

は
、
「
老
死
せ
ず
し
て
生
有
る
と
は
、
法
と
し
て
雁
に
先
に
老
死
し
て
而
る
後
に
生
ず
べ
し
。
今
老
死
せ
ざ
れ
ば
、
云
何
ぞ
生
有
ら
ん
や
。

生

ぜ
ず

し
て
老
死
有
り
と
は
、
若
し
老
死
の
生
に
因
ら
ず
し
て
有
ら
ば
、
亦
た
此
の
生
の
後
雁
に
老
死
無
か
る
べ
し
。
又
た
是
れ
拉
す
る
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を
得
。
若
し
老
死
せ
ず
し
て
生
有
ら
ば
、
亦
た
磨
に
生
ぜ
ず
し
て
老
死
有
る
べ
き
な
り
」
と
い
ひ
、
、
同
じ
く
『
百
論
疏
』
巻
下
之
上
（
大

正
四

二
、
二
八
八
下
）
で
は
、
「
三
接
よ
り
上
は
老
少
生
を
破
す
。
老
時
失
は
ざ
る
は
此
れ
是
れ
有
法
失
は
ざ
る
な
り
。
老
無
き
の
中
に

失
ふ
所
無

き
こ
と
無
し
。
破
意
は
前
に
同
じ
。
注
に
泥
團
は
雁
に
攣
じ
て
瓶
と
爲
す
べ
か
ら
ず
と
云
ふ
は
、
此
れ
亦
た
是
れ
拉
す
る
を
得
。

失
は

ざ
れ
ば
則
ち
攣
ぜ
ず
。
若
し
攣
ず
れ
ば
則
ち
失
ふ
」
と
い
ふ
〔
。

　
ま
た
、
『
法
華
玄
論
』
巻
六
（
大
正
一
、
一
四
、
四
〇
九
下
）
に
見
え
る
以
下
の
例
も
「
拉
」
の
意
味
を
理
解
す
る
に
は
有
用
で
あ
ら
う
，
。

　
　
問
ふ
。
経
文
に
三
車
の
名
を
題
す
。
文
に
就
き
て
之
を
索
む
、
故
に
「
羊
車
鹿
車
牛
車
、
願
く
は
時
に
賜
與
せ
よ
」
と
云
ふ
。
云
何

　
　
が

文
に

背

き
て
、
但
二
乗
の
人
は
索
め
、
菩
薩
は
索
め
ず
と
言
ふ
の
み
な
る
や
。

　
　
又
た

拉

し
て
曰
く
、
若
し
二
乗
の
人
三
を
索
む
れ
ば
、
雁
に
二
乗
の
人
三
車
に
乗
る
べ
し
。
二
乗
の
人
は
實
に
三
に
乗
ら
ず
。
二
乗

　
　

の
人
も
亦
た
三
を
索
め
ず
。

　
　
又
た

拉

し
て
曰
く
、
若
し
二
乗
の
人
菩
薩
の
車
を
索
む
れ
ば
、
菩
薩
の
人
雁
に
二
乗
の
車
を
索
む
べ
き
な
り
。
文
義
往
推
す
れ
ば
、

　
　
進
退
窮
検
す
。
幸
ひ
に
宜
し
く
奮
に
依
ら
ば
、
斯
の
通
を
侯
つ
無
か
る
べ
し
。

　
　
答

ふ
。
若
し
前
通
を
領
解
す
れ
ば
、
後
問
を
侯
つ
無
し
。
蓋
し
是
れ
昔
の
三
を
騰
げ
て
以
て
今
の
一
を
徴
す
る
の
み
。
昔
は
本
よ
り

　
　
三

を
道
ひ
、
今
は
遂
に
唯
だ
此
の
一
事
實
の
み
を
云
ふ
、
鯨
の
二
は
則
ち
眞
に
非
ず
。
若
し
爾
ら
ば
昔
日
羊
鹿
牛
車
有
る
を
明
か
せ

　
　
る
は
、
何
く
の
所
に
か
在
る
と
爲
す
や
。
三
を
騰
げ
て
一
を
徴
せ
ば
、
文
義
喚
然
た
り
。
下
の
諸
難
拉
は
通
ぜ
ず
し
て
自
ら
去
る
。

　
　
宜

し
く
奮
迷
を
改
め
て
、
以
て
新
悟
に
從
ふ
べ
き
な
り
。

　

こ
の
例
で
は
、
實
際
に
「
拉
」
と
し
て
主
張
さ
れ
た
内
容
が
「
拉
日
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
。
問
題
に
な
つ
て
ゐ
る
の
は
、
「
讐

喩

品
」
で
火
宅
か
ら
子
供
た
ち
を
誘
ひ
出
す
た
め
に
父
親
が
用
意
し
た
玩
具
の
羊
車
鹿
車
牛
車
に
關
す
る
意
味
で
あ
る
。
吉
藏
は
、
菩
薩
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は

す
で
に

悟

り
を
得
て
車
を
必
要
と
し
な
い
が
、
二
乗
の
人
は
ま
だ
車
を
必
要
と
す
る
と
い
ふ
こ
と
を
主
張
す
る
。
こ
れ
に
封
し
て
質
問

者

は
、
こ
の
三
車
に
つ
い
て
、
何
故
二
乗
の
人
の
み
が
こ
れ
を
求
め
て
、
菩
薩
は
こ
れ
を
求
め
な
い
の
か
と
問
ひ
、
そ
れ
に
績
け
て
最
初

の

「
拉
」
と
し
て
、
二
乗
の
人
が
三
車
を
求
め
る
な
ら
、
二
乗
の
人
が
三
種
の
車
に
乗
る
は
つ
で
あ
る
が
、
二
乗
の
人
は
實
際
に
は
三
種

の
車
に

は

乗
ら
な
い
し
、
二
乗
の
人
は
ま
た
三
種
の
車
を
求
め
も
し
な
い
、
と
い
ふ
別
の
反
論
を
提
示
す
る
。
さ
ら
に
、
第
二
の
「
拉
」

と
し
て
、
も
し
二
乗
の
人
が
菩
薩
の
車
を
求
め
る
な
ら
、
菩
薩
の
人
は
二
乗
の
車
を
求
め
る
は
つ
だ
（
が
そ
の
や
う
な
こ
と
は
な
い
）
、

と
い
ふ
さ
ら
な
る
反
論
を
提
示
す
る
。
質
問
者
が
「
拉
」
と
し
て
提
示
し
た
も
の
は
、
い
つ
れ
も
吉
藏
の
「
二
乗
の
人
は
三
車
を
求
め
る

が

菩
薩
は
求
め
な
い
」
と
い
ふ
前
提
を
認
め
る
と
、
「
二
乗
の
人
は
三
車
を
求
め
な
い
」
「
菩
薩
も
車
を
求
め
る
」
と
い
ふ
吉
藏
の
主
張
と

相
反
す
る
結
論
が
導
出
さ
れ
て
吉
藏
の
主
張
は
成
立
し
な
く
な
る
と
い
ふ
論
難
で
あ
る
。
こ
れ
に
封
す
る
吉
藏
の
回
答
は
、
以
前
の
議
論

を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
ゐ
れ
ば
、
こ
の
や
う
な
疑
問
は
生
じ
な
い
と
い
ふ
素
氣
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
も
う
一
例
畢
げ
て
お
か
う
。
吉
藏
『
中
観
論
疏
』
巻
三
末
（
大
正
四
二
、
四
七
上
）
に
以
下
の
や
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
，
。

　
　
三

は
、
若
し
縁
の
果
よ
り
生
じ
、
果
の
縁
を
生
ぜ
ざ
れ
ば
、
則
ち
果
に
由
ら
ず
し
て
縁
有
り
、
亦
た
非
縁
と
名
つ
く
。
此
の
偶
は
具

　
　
に

敷
論
大

乗
等
の
前
因
後
果
の
義
を
破
し
得
た
り
。
如
へ
ば
毘
曇
云
く
、
報
無
記
果
未
だ
起
ら
ざ
る
の
時
、
云
何
が
善
悪
を
名
づ
け

　
　
て

因
と
爲
さ
ん
。
大
乗
佛
果
未
だ
起
ら
ざ
る
の
時
、
云
何
が
金
剛
心
萬
行
を
名
づ
け
て
因
と
爲
さ
ん
や
、
と
。
又
た
之
を
拉
す
ら
く
、

　
　
未
生
果
已

に

縁

と
名
つ
く
れ
ば
、
生
果
は
寛
に
磨
に
非
縁
と
名
つ
く
べ
し
。
又
た
拉
す
ら
く
、
汝
若
し
未
生
果
已
に
縁
と
名
づ
け
、

　
　
縁
は

果
に

由
ら
ず
と
な
ら
ば
、
亦
た
未
だ
縁
有
ら
ざ
る
の
時
已
に
果
有
り
て
、
果
は
雁
に
縁
に
由
ら
ざ
る
べ
き
な
り
。

　
こ

こ
で
の
議
論
は
、
前
因
後
果
説
を
論
破
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
毘
曇
師
の
果
が
生
じ
て
ゐ
な
い
と
き
に
は
、
因
と
名
づ
け
ら
れ

る
も
の
は
無
い
と
い
ふ
説
を
引
き
合
ひ
に
し
て
、
「
未
生
の
果
を
縁
と
名
づ
け
れ
ば
、
生
じ
た
果
は
非
縁
と
名
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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（の
で

こ
の
や
う
な
説
は
成
立
し
な
い
）
L
、
あ
る
い
は
「
未
生
の
果
を
縁
と
名
づ
け
、
縁
は
果
に
よ
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
た
未
だ

縁
が

生

じ
て
ゐ
な
い
と
き
に
す
で
に
果
が
有
り
、
果
は
縁
に
よ
ら
な
い
こ
と
に
な
る
（
の
で
こ
の
や
う
な
説
は
成
立
し
な
い
）
」
を
「
拉
」

と
し
て
提
示
し
て
ゐ
る
。

　

こ
れ
ら
の
例
か
ら
見
る
限
り
、
相
手
の
命
題
が
成
立
す
る
と
假
定
し
た
う
へ
で
、
そ
の
假
定
に
從
ふ
か
ぎ
り
相
手
の
命
題
が
否
定
さ
れ

る
や
う
な
別
の
結
論
が
同
時
に
導
出
さ
れ
る
や
う
な
論
理
を
展
開
す
る
論
難
法
を
「
拉
」
と
稻
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
「
拉
」

と
は
い
は
ゆ
る
蹄
謬
論
法
に
相
當
す
る
も
の
を
意
味
す
る
と
い
へ
よ
う
、
。
こ
れ
に
封
し
て
、
「
難
」
「
噴
」
は
ど
う
違
ふ
の
か
。
簡
軍
に

言
へ
ば
、
「
難
」
は
相
手
の
命
題
が
成
立
し
な
い
こ
と
を
直
接
論
難
す
る
方
法
、
「
噴
」
は
相
手
の
命
題
を
よ
り
深
く
追
究
し
、
そ
れ
に
よ

っ

て

そ

の

矛
盾

や
誤
謬

を
導
出
す
る
論
難
法
と
い
ふ
こ
と
に
な
ら
う
。
こ
の
や
う
に
、
吉
藏
は
『
二
論
』
の
論
法
を
分
析
し
て
、
そ
れ
を

「
難
」
と
「
拉
」
と
「
噴
」
に
細
分
し
た
の
で
あ
る
。
か
う
し
た
論
法
に
關
す
る
形
式
の
分
類
は
、
『
三
論
』
そ
の
も
の
の
中
に
は
直
接

見

ら
れ
な
い
や
う
で
、
六
朝
か
ら
陥
へ
か
け
て
の
三
論
學
派
の
『
．
．
　
論
』
研
究
の
中
で
次
第
に
確
立
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
考
へ
る

べ
き
で
あ
ら
う
。
「
拉
」
を
論
謹
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
適
用
す
る
例
が
吉
藏
の
著
作
中
に
最
も
頻
繁
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
上
口
藏
以
前

の
＝、

論
學
派
に
あ
つ
て
「
拉
」
が
議
論
の
形
式
の
ひ
と
つ
と
し
て
重
視
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
反
映
し
て
ゐ
る
と
考
へ
て
大
過
な
い
で
あ
ら

う
。
こ
の
や
う
な
「
拉
」
に
よ
る
論
議
の
展
開
の
仕
方
は
、
吉
藏
以
外
に
は
、
三
論
學
派
と
關
係
が
深
か
つ
た
天
台
智
頻
お
よ
び
そ
の
後

學
と
り
わ
け
湛
然
の
著
作
に
そ
の
磨
用
例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
で
は
、
澄
観
の
著
作
な
ど
に
若
干
見
ら
れ
る
に
過
ぎ
な

い

や
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
拉
」
と
い
ふ
論
議
の
形
式
の
慮
用
が
一
，
，
論
學
派
以
外
に
は
廣
が
り
を
訣
い
て
ゐ
た
こ
と
を
意
味
す
る

も
の
で
あ
り
、
同
時
に
唐
代
以
降
に
お
け
る
三
論
學
派
の
衰
退
と
表
裏
を
な
す
も
の
と
い
へ
よ
う
。
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三

　
「
八
拉
」
に
つ
い
て

　
吉
藏
を
大
成
者
と
す
る
三
論
學
派
が
論
議
の
方
法
と
し
て
「
難
」
「
拉
」
「
噴
」
と
い
ふ
形
式
を
立
て
て
ゐ
た
こ
と
は
、
上
述
の
と
お
り

で
あ
る
。
吉
藏
の
著
作
の
中
に
は
、
「
拉
」
に
關
連
す
る
多
く
の
術
語
が
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
、
「
反
拉
」
（
『
中
観
論
疏
』
巻
一
，
．
本
、

大
正
四
二
、
四
二
下
）
「
正
拉
」
（
『
中
観
論
疏
』
春
四
本
、
大
正
四
二
、
五
六
中
）
「
例
拉
」
（
吉
藏
『
百
論
疏
』
巷
下
之
上
、
大
正
四
二
、

二

八
九

上
）
「
横
拉
」
「
竪
拉
」
（
い
つ
れ
も
『
二
諦
章
』
、
大
正
四
五
、
　
一
一
〇
中
）
な
ど
を
撃
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
智
顕
お
よ
び
湛
然
は
吉
藏
に
次
い
で
「
拉
」
の
論
法
に
言
及
す
る
こ
と
が
多
い
。
吉
藏
も
用
ひ
て
ゐ
た
「
例
拉
」
に
つ
い
て
は
、
湛
然

は

『
大
般
浬
繋
経
疏
』
巻
二
九
（
大
正
三
八
、
．
，
〇
五
下
）
に
中
で
次
の
や
う
に
解
説
し
て
ゐ
る
「
。
「
例
拉
と
言
ふ
は
、
乳
は
酪
の
因
爲

り
、
酪
は
乳
の
果
爲
り
。
乳
は
酪
の
因
爲
り
て
、
因
中
に
果
有
ら
ば
、
酪
は
乳
の
果
爲
り
て
、
果
雁
に
因
を
有
す
べ
し
」
。
こ
れ
は
、
具

艘
的
な
例
を
學
げ
て
「
拉
」
す
る
こ
と
で
あ
り
、
乳
と
酪
を
具
艘
例
と
し
て
因
中
に
果
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
論
難
す
る
こ
と
を
意
味
し
よ

う
。
ま
た
、
智
顕
の
『
維
摩
経
文
疏
』
（
卍
績
藏
経
一
八
、
五
九
一
下
）
で
は
「
一
切
衆
生
皆
如
也
、
一
切
法
亦
如
也
、
衆
聖
賢
亦
如
也
、

至
於

彌
勒
亦
如
也
」
に
封
す
る
疏
の
中
で
、
「
讐
拉
」
「
逆
拉
」
「
順
拉
」
「
返
拉
」
「
拉
端
」
「
結
拉
」
な
ど
の
用
語
を
用
ひ
て
議
論
を
行
つ

て

ゐ

る
。

　

こ
の
中
で
智
顎
は
、
『
維
摩
経
』
の
該
當
部
分
の
構
成
は
「
拉
端
」
と
「
結
拉
」
を
封
と
す
る
「
竪
拉
」
で
あ
る
と
し
、
「
拉
端
」
に
つ

い
て

さ
ら
に
二
切
衆
生
如
」
「
一
切
法
如
」
「
衆
賢
聖
如
」
「
彌
勒
如
」
の
四
に
つ
い
て
の
「
四
拉
」
が
あ
る
と
す
る
。
こ
の
う
ち
最
初

の
三

つ
の

拉
は

「
順

拉
」
で
最
後
の
ひ
と
つ
は
「
逆
拉
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
一
組
と
す
る
「
四
拉
」
に
よ
つ
て
教
義
が
説
か
れ
て
ゐ
る
と
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解
繹

し
て
ゐ
る
。
そ
の
う
へ
で
、
「
順
拉
」
と
は
、
衆
生
如
と
彌
勒
如
は
同
一
で
あ
る
。
も
し
衆
生
如
が
不
生
不
滅
で
受
記
を
得
ら
れ
な

い

な
ら
、
彌
勒
如
も
同
様
で
あ
り
、
ど
う
し
て
彌
勒
如
だ
け
が
受
記
す
る
こ
と
が
あ
ら
う
か
。
反
封
に
彌
勒
如
が
不
生
不
滅
で
受
記
を
得

ら
れ
る
な
ら
、
二
如
は
異
つ
て
を
り
、
異
つ
て
を
れ
ば
如
で
は
な
い
。
も
し
如
が
異
ら
な
い
な
ら
、
受
記
も
同
じ
は
つ
だ
し
、
受
記
し
な

い

こ
と
も
同
じ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
こ
と
だ
と
解
鐸
し
て
ゐ
る
。
一
方
、
「
反
拉
」
と
さ
れ
る
第
四
番
目
に
つ
い
て
は
、
彌
勒

如
が

生
滅
す

る
こ
と
な
く
受
記
を
得
ら
れ
る
な
ら
、
賢
聖
如
は
不
生
不
滅
で
受
記
を
得
ら
れ
な
い
。
賢
聖
如
が
受
記
を
得
ら
れ
な
い
な
ら
、

彌
勒
如
だ
け
が
ど
う
し
て
受
記
を
得
ら
れ
よ
う
か
。
も
し
受
記
を
得
ら
れ
な
い
な
ら
、
如
に
異
り
が
有
る
。
も
し
如
に
異
り
が
有
る
な
ら
、

如
で
は
な
い
。
も
し
異
り
が
無
い
な
ら
、
ど
う
し
て
受
記
を
得
ら
れ
た
り
受
記
を
得
ら
れ
な
か
つ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
ら
う
か
。
諸
賢
聖

が

受
記
を
得
ら
れ
な
い
な
ら
、
彌
勒
も
ま
た
受
記
を
得
ら
れ
な
い
と
い
ふ
こ
と
だ
と
解
繹
し
て
ゐ
る
。
「
順
拉
」
の
は
う
は
、
「
如
」
の
同

一
を
前
提
と
し
て
そ
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
論
法
で
あ
り
、
「
逆
拉
」
の
は
う
は
、
反
封
に
「
如
」
の
不
同
を
前
提
と
し
て
そ
の
矛
盾
を
指

摘
す
る
論
法
で
あ
る
と
い
へ
よ
う
〔
。

　
こ
の
や
う
な
論
法
の
指
摘
は
吉
藏
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。
『
百
論
疏
』
巻
上
之
下
（
大
正
四
二
、
二
五
三
下
）
に
…

　
　
又
た

此

れ
に

就

い
て

凡
そ

四
拉
有
り
。
一
は
近
遠
倶
に
到
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
近
遠
倶
に
破
す
。
二
は
遠
近
倶
に
到
ら
ざ
れ
ば
、
遠
近

　
　
倶
に

破
せ
ず
。
三
は
近
を
破
し
て
遠
を
破
せ
ず
。
雁
に
近
に
到
り
て
遠
に
到
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
到
る
有
り
到
ら
ざ
る
有
り
。
四
は
若

　
　
し
倶
に
到
ら
ざ
れ
ば
、
近
を
破
し
て
遠
を
破
せ
ず
、
亦
た
雁
に
遠
を
破
し
て
近
を
破
せ
ざ
る
べ
し
。

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
あ
る
命
題
に
封
し
て
四
首
の
「
拉
」
を
立
て
て
そ
れ
を
讃
明
す
る
や
う
な
論
法
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と

は
、
三
論
學
派
系
統
の
義
疏
に
お
い
て
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
ま
た
、
上
述
の
吉
藏
『
十
二
門
論
疏
』
に
お
い
て
、

「
四
立
四
破
」
に
よ
る
八
番
の
論
法
が
取
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
も
同
じ
く
注
目
さ
れ
て
よ
か
ら
う
。
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王

十
前
掲
論
文
は
、
こ
の
「
八
拉
」
に
つ
い
て
、
敦
煙
文
献
ス
タ
イ
ン
八
二
八
九
、
同
九
四
四
三
、
同
九
四
三
「
、
同
六
二
四
五
を
黙

綴

し
た
道
教
教
理
書
に
「
（
首
訣
）
後
明
八
例
、
十
略
者
（
後
訣
）
」
と
あ
り
，
、
こ
の
後
に
道
徳
、
有
無
、
本
跡
、
理
教
、
境
智
、
是
非
、

高
下
、
大
小
、
長
短
の
十
の
教
理
項
目
を
畢
げ
て
解
説
し
、
そ
の
次
に
「
八
例
」
の
意
味
を
解
説
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
。
「
八
例
」
と
は
、

本
膿
と
現
象
（
道
と
物
）
と
の
關
係
に
つ
い
て
、
實
と
不
實
、
擬
と
不
擬
、
正
と
邪
、
是
と
非
、
有
待
と
無
待
、
有
爲
と
無
爲
、
有
柱
と

無

柱
、
器
の
成
と
不
成
の
八
つ
の
面
か
ら
中
道
観
に
よ
つ
て
論
讃
問
難
し
、
そ
の
不
「
不
二
の
辮
護
關
係
を
明
か
に
す
る
も
の
だ
と
解
説

し
て
ゐ
る
⑱
・
こ
の
う
ち
・
ス
タ
イ
ン
九
四
四
三
に
「
（
八
）
例
」
に
封
す
る
注
鐸
と
し
て
、
天
種
の
通
難
に
し
て
、
意
は
八
拉
に
同
じ
。

今
具
さ
に
は
載
せ
ず
、
更
め
て
四
勢
を
畢
げ
、
用
て
通
法
と
爲
す
」
と
あ
り
（
、
王
辛
氏
は
、
い
は
ゆ
る
「
八
拉
」
と
は
上
述
の
八
項
の

辮
論

（八

例
）
か
ら
掃
納
さ
れ
て
き
た
一
組
の
論
理
法
則
な
い
し
通
例
で
あ
る
。
「
拉
」
の
意
味
は
「
問
難
」
で
あ
り
、
假
に
問
難
す
る

方
が

例

則
を
援
用
し
て
、
論
主
が
論
理
上
あ
る
い
は
慮
答
の
中
で
例
則
に
違
反
し
、
自
説
を
全
う
で
き
な
い
こ
と
を
指
摘
す
れ
ば
、
た
だ

ち
に
論
主
は
敗
け
と
判
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
論
じ
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
「
八
拉
」
が
上
の
敦
燈
文
献
に
い
ふ
「
八
例
」
か
ら
蹄
納
さ

れ

る
論
理
法
則
な
い
し
通
例
で
あ
る
と
は
必
ず
し
も
い
へ
ま
い
。
こ
の
注
か
ら
い
へ
る
こ
と
は
、
「
八
例
」
が
八
種
の
「
通
難
」
す
な
は

ち
総
合
的
な
問
難
で
あ
り
、
「
八
拉
」
と
同
様
の
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
同
時
に
、
こ
の
注
か
ら
は
「
八

拉
」
と
い
ふ
の
は
八
種
の
「
拉
」
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
「
拉
」
は
確
か
に
「
問
難
」
の
一
種
で
は
あ
る
が
軍
な
る
問
難
な
の
で

は

な
い
。
そ
れ
は
上
述
の
と
お
り
三
論
學
派
の
中
で
提
起
さ
れ
て
き
た
「
難
」
「
拉
」
「
噴
」
と
い
ふ
論
議
の
形
式
の
ひ
と
つ
な
の
で
あ
る
。

　
以
上

の
こ

と
か
ら
、
「
王
家
八
拉
」
す
な
は
ち
王
斌
の
論
難
の
形
式
と
し
て
の
「
八
拉
」
が
三
論
學
派
の
論
法
に
お
け
る
「
拉
」
に
基

づ

く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
ひ
な
か
ら
う
。
そ
れ
で
は
、
「
八
拉
」
の
具
艘
的
な
内
容
は
何
か
と
い
ふ
こ
と
が
問
題
に
な
る
が
、

こ
の
黙
に
關
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
明
確
な
資
料
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
て
ゐ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
上
述
の
「
三
順
一
逆
」
の
「
四
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拉
」
と
「
正
拉
」
「
唇
皿
」
「
拉
端
」
「
結
拉
」
「
例
拉
」
「
横
拉
」

は

な
か
つ
た
か
と
い
ふ
こ
と
を
指
摘
す
る
に
止
め
て
お
く
。

「
竪

拉
」
と
い
つ
た
も
の
を
組
合
せ
て
形
式
化
し
た
も
の
が
「
八
蛇
」
で

四
　
論
議
の
場
に
お
け
る
「
拉
」

　
七
口
藏
や
智
顎
お
よ
び
湛
然
ら
が
『
三
論
』
や
『
維
摩
経
』
『
法
華
経
』
な
ど
の
疏
に
お
い
て
「
拉
」
と
い
ふ
論
議
の
形
式
の
存
在
を
指

摘

し
た
こ
と
は
ヒ
述
の
と
お
り
で
あ
る
‘
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
佛
経
や
『
二
．
論
』
そ
の
も
の
の
中
に
「
拉
」
と
い
ふ
術
語
が
使

は
れ
て

ゐ

た

わ

け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
三
論
學
派
が
分
析
し
提
示
し
た
論
議
の
形
式
の
ひ
と
つ
で
あ
つ
た
と
い
へ
よ
う
。
そ

れ
で

は
、
こ
の
や
う
な
形
式
は
實
際
の
論
議
の
場
で
は
ど
の
や
う
に
使
用
さ
れ
て
ゐ
た
の
か
。

鋸
の
『
法
華
玄
義
』
管
下
（
杢
三
．
・
六
九
〇
中
）
に
以
下
の
や
う
な
問
答
が
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
㍗

　
　
問
ふ
。
二
．
藏
菩
薩
は
四
悉
檀
を
得
と
錐
も
、
通
教
を
望
め
ば
但
だ
三
悉
檀
を
成
す
の
み
。
今
通
教
よ
り
別
教
を
望
め
ば
云
何
．

　
　
答

ふ
。
二
義
有
り
。
通
に
當
り
て
は
是
れ
四
を
得
、
別
を
望
み
て
は
但
だ
三
を
得
る
の
み
。

　
　
問
ふ
。
別
教
よ
り
圓
を
望
む
に
亦
た
爾
る
や
不
や
。

　
　
答
ふ
。
不
例
な
り
。
圓
と
別
と
は
道
を
謎
す
る
こ
と
同
じ
き
が
故
に
。

　
　
拉

し
て
曰
く
、
三
藏
と
通
教
と
、
倶
に
眞
諦
を
謹
せ
ば
、
亦
た
雁
に
倶
に
四
を
得
べ
し
。

　
　
答

ふ
。
三
藏
眞
諦
同
じ
と
難
も
、
菩
薩
は
断
惑
せ
ざ
る
が
故
に
一
を
閾
く
。
圓
と
別
と
は
倶
に
断
惑
す
、
是
の
故
に
倶
に
四
た
り
。
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又
た
拉
す
。
三
藏
通
等
四
な
り
と
難
も
三
は
是
れ
権
な
る
可
し
、
別
教
は
四
に
し
て
一
．
．
な
ら
ず
、
磨
に
是
れ
権
に
非
ず
。

　

答

ふ
。
三
藏
と
通
教
と
、
教
讃
倶
に
是
れ
槽
な
る
が
故
に
、
但
だ
三
の
み
に
し
て
四
無
し
。
別
教
は
教
道
は
権
に
し
て
、
讃
道
は
實

　
　
な
り
。
讃
に
從
へ
ば
則
ち
四
、
教
に
從
へ
ば
則
ち
灌
な
り
。

　
　
又

た

拉
す
。
讃
道
に
四
有
ら
ば
、
教
道
は
磨
に
一
．
一
な
る
べ
し
。

　
　
答

ふ
。
若
し
地
前
を
取
り
て
教
道
と
爲
さ
ば
、
雁
に
問
ふ
所
の
如
か
る
べ
し
（
云
云
）
。

　
こ

こ
で
は
、
問
答
二
番
の
後
に
「
拉
」
と
「
答
」
の
組
が
三
番
績
い
て
ゐ
る
。
最
初
の
問
答
は
、
コ
ニ
藏
菩
薩
が
四
悉
檀
を
得
て
ゐ
る

の

か
そ

れ

と
も
三
悉
檀
し
か
得
て
ゐ
な
い
の
か
、
通
教
と
別
教
と
の
關
係
で
は
ど
う
か
」
と
い
ふ
質
問
に
封
し
て
、
「
通
教
に
つ
い
て
は

四

悉
檀

を
得
、
別
教
と
の
關
係
で
は
三
悉
檀
を
得
て
ゐ
る
」
と
い
ふ
答
で
あ
る
。
第
二
の
問
答
は
、
「
別
教
か
ら
圓
教
を
見
た
場
合
も
同

じ
か
」
と
い
ふ
質
問
に
封
し
て
、
「
こ
の
質
問
は
例
が
不
適
當
だ
、
な
ぜ
な
ら
圓
教
も
別
教
も
護
道
と
い
ふ
黙
で
は
旺
別
が
な
い
か
ら
」

と
答
へ
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
封
し
て
質
問
者
は
、
「
問
」
で
は
な
く
「
拉
」
と
し
て
、
コ
．
，
藏
菩
薩
も
通
教
も
眞
諦
を
謹
し
て
ゐ
る
な
ら
、
や

は

り
と
も
に
四
悉
檀
を
得
て
ゐ
る
は
つ
だ
」
と
論
難
し
て
ゐ
る
。
つ
ま
り
、
前
の
「
圓
教
も
別
教
も
謎
道
と
い
ふ
劉
で
は
固
別
が
な
い
」

と
い
ふ
回
答
を
「
圓
教
も
別
教
（
三
藏
菩
薩
）
も
眞
諦
を
讃
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
黙
で
は
匝
別
が
な
い
」
と
讃
み
替
え
て
、
「
も
し
さ
う
で

あ

れ
ば

ど
ち
ら
も
四
悉
檀
を
得
て
ゐ
る
は
つ
だ
」
と
反
論
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
相
手
の
提
示
し
た
命
題
を
正
し
い
と
假
定
し
た
う

へ

で
、
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
結
論
が
矛
盾
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。
同
様
に
、
二
番
目
の
「
拉
」
で
は
、
「
三
藏
菩
薩
は
断
惑
し
て

ゐ

な
い
の
で
三
悉
檀
、
通
別
二
教
は
と
も
に
断
惑
し
て
ゐ
る
の
で
四
悉
檀
」
と
い
ふ
答
を
前
提
と
し
て
、
「
通
別
二
教
が
と
も
に
四
悉
檀

で

あ
る
な
ら
、
別
教
は
構
で
は
な
く
な
る
」
と
批
判
す
る
。
最
後
の
コ
皿
」
で
は
、
「
讃
道
か
ら
い
へ
ば
四
悉
檀
だ
が
、
教
道
か
ら
い
へ

ば
権
だ
」
と
い
ふ
答
に
封
し
て
、
「
讃
道
が
四
悉
檀
だ
と
い
ふ
な
ら
、
教
道
は
二
．
悉
檀
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
論
難
し
て
ゐ
る
。
こ
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の

や
う
に
、
「
問
」
と
「
拉
」
と
は
、
論
議
の
中
で
明
確
に
匿
別
さ
れ
て
を
り
、
相
手
の
提
示
し
た
命
題
を
正
し
い
と
假
定
し
た
う
へ
で
、

そ

こ
か
ら
は
相
手
の
主
張
と
矛
盾
す
る
結
論
が
導
出
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の
が
「
拉
」
な
の
で
あ
る
。

　
道
佛
論
箏
の
場
で

こ
の
や
う
な
「
拉
」
の
形
式
が
實
際
に
使
は
れ
た
例
と
し
て
は
、
道
宣
『
集
古
今
佛
道
論
衡
』
巻
丁
（
大
正
五
二
、

三
八
九

下
）
に
載
せ
ら
れ
た
唐
高
宗
の
顯
慶
三
年
（
六
五
八
）
の
佛
道
論
議
を
畢
げ
る
こ
と
が
で
き
る
、
。

　

こ
の
論
義
で
は
、
道
士
李
榮
が
本
際
義
を
立
て
て
、
こ
れ
に
沙
門
義
褒
が
論
難
を
加
へ
た
。
ま
つ
、
李
榮
の
立
義
に
封
し
て
、
義
褒
が

問
難
し
、
そ
れ
に
李
榮
が
答
へ
る
と
い
ふ
問
答
が
二
番
交
さ
れ
、
そ
こ
で
義
褒
は
「
道
と
本
際
と
は
相
互
に
根
源
と
な
り
う
る
」
と
い
ふ

李
榮
の
答
を
意
圖
的
に
引
出
し
て
ゐ
る
。
そ
の
う
へ
で
、
義
褒
は
第
一
の
「
拉
」
と
し
て
、
「
道
と
本
際
と
は
相
互
に
根
源
と
な
り
う
る
」

の
だ

と
す
れ
ば
、
自
然
と
道
も
相
互
に
法
る
こ
と
が
で
き
る
は
つ
だ
と
主
張
す
る
。
こ
れ
が
な
ぜ
「
拉
」
に
な
る
か
と
い
へ
ば
、
『
老
子
』

に

は

「
道
法
自
然
」
と
い
ふ
文
句
は
あ
つ
て
も
「
自
然
法
道
」
と
い
ふ
文
句
は
な
い
以
上
、
李
榮
は
「
道
は
自
然
に
法
り
、
自
然
は
道
に

法

ら
ず
」
と
答
へ
ざ
る
を
得
ず
、
「
道
と
本
際
と
は
相
互
に
根
源
と
な
り
う
る
」
と
い
ふ
李
榮
の
主
張
か
ら
導
か
れ
る
（
と
義
褒
が
考
へ

て

ゐ

る
）
結
論
と
背
反
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
ら
う
。
第
二
の
「
拉
」
は
、
李
榮
の
「
道
は
自
然
に
法
り
、
自
然
は
道
に
法
ら
ず
」

と
い
ふ
新
た
な
主
張
に
封
し
て
同
様
の
論
理
を
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
や
う
な
「
拉
」
が
成
立
す
る
に
は
、
本
際
即
自
然
と
い
ふ

前
提
が

雨
者

の
共
通

認
識

と
な
つ
て
ゐ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ
う
で
な
け
れ
ば
、
義
褒
の
「
拉
」
は
論
理
の
す
り
替
へ
に
過
ぎ
な
く
な

ら
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
か
う
し
た
論
議
の
場
で
「
拉
」
の
形
式
を
活
用
し
て
議
論
を
有
利
に
進
め
た
の
が
佛
教
の
沙
門
で
あ

つ
た

と
い
ふ
こ
と
は
、
宗
論
問
答
に
お
け
る
長
い
傳
統
を
背
景
と
し
て
有
す
る
佛
教
の
方
に
一
日
の
長
が
あ
つ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

ら
う
。

　
か

う
し
た
「
拉
」
の
形
式
を
援
用
し
た
論
議
の
し
か
た
は
、
從
來
六
朝
か
ら
惰
唐
期
に
か
け
て
の
道
教
文
献
の
中
で
は
確
認
さ
れ
て
ゐ
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な
か
つ
た
。
王
十
氏
が
前
掲
論
文
の
中
で
取
り
上
げ
た
B
D
O
四
六
八
七
號
は
、
今
の
と
こ
ろ
唯
一
そ
の
痕
跡
を
留
め
る
道
教
文
献
で
あ

る
と
い
へ
よ
う
。
こ
の
文
献
で
は
、
「
問
」
「
答
」
「
難
」
「
責
（
噴
）
」
「
拉
」
と
い
つ
た
論
議
の
形
式
に
從
つ
た
問
答
が
展
開
さ
れ
て
を
り
、

三
論
學
派
の
論
法
の
強

い
影
響
下
に

あ
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
い
ま
「
第
四
竪
眞
雁
義
」
の
例
を
撃
げ
て
検
討
し
て
み
た
い
。
こ
の
部

分

は
、
眞
雁
に
關
す
る
議
論
を
展
開
し
た
部
分
で
あ
る
が
、
眞
身
雁
身
に
つ
い
て
以
下
の
や
う
な
問
答
が
展
開
さ
れ
て
ゐ
る
（
。

　
　
問
ふ
。
爲
た
是
れ
眞
身
経
を
説
く
や
、
爲
た
是
れ
雁
身
経
を
説
く
や
。

　
　
答

ふ
。
雁
は
説
き
眞
は
説
か
ず
。

　
　

（中
略
）

　
　
問
ふ
。
此
の
経
は
既
に
是
れ
雁
身
説
け
り
、
未
だ
知
ら
ず
眞
身
も
亦
た
説
け
る
や
不
や
を
。

　
　
答
ふ
。
眞
身
は
説
か
ず
。

　
　
難
ず
。
若
也
し
雁
は
説
き
て
眞
は
説
か
ざ
れ
ば
、
雁
に
此
の
雁
は
眞
の
雁
に
非
ざ
る
べ
し
。

　
　
答

ふ
。
雁
は
是
れ
眞
の
磨
な
り
。

　
　
難
ず
。
雁
は
是
れ
眞
の
雁
な
れ
ば
、
亦
た
雁
に
雁
は
説
き
眞
も
亦
た
説
く
べ
し
。

　
　
答
ふ
。
慮
は
説
き
て
眞
は
説
か
ず
。

　
　
即

ち
拉
す
。
若
し
雁
は
是
れ
眞
の
雁
に
し
て
、
雁
は
説
き
眞
は
説
か
ざ
れ
ば
、
亦
た
柱
は
是
れ
木
の
柱
に
し
て
、
柱
は
柱
た
り
て
木

　
　
は

柱

な
ら
ざ
る
可
し
。
若
使
し
柱
は
是
れ
木
の
柱
に
し
て
、
柱
は
柱
に
し
て
木
も
亦
た
柱
な
れ
ば
、
亦
た
雁
に
是
れ
眞
の
臆
に
し
て
、

　
　
雁
は
説
き
眞
も
亦
た
説
く
可
し
。

　
　
答

ふ
。
木
柱
は
是
れ
眞
慮
な
る
可
き
や
。
不
例
な
り
。
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こ
こ
で
は
、
経
は
磨
身
が
説
く
の
で
あ
つ
て
、
眞
身
そ
れ
自
磯
が
説
く
の
で
は
な
い
と
い
ふ
教
説
を
巡
つ
て
議
論
が
展
開
さ
れ
て
ゐ
る
。

間
者
は
、
「
こ
の
経
が
雁
身
に
よ
つ
て
説
か
れ
た
か
ら
に
は
、
眞
身
も
説
く
の
で
は
な
い
か
」
と
質
問
し
、
答
者
は
「
眞
身
は
説
か
な
い
」

と
答
へ
、
そ
れ
に
封
し
て
間
者
は
、
「
も
し
磨
（
身
）
が
説
い
て
眞
（
身
）
が
説
か
な
い
な
ら
、
こ
の
磨
（
身
）
は
眞
の
雁
で
は
な
い
」

と
「
難
」
じ
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
封
す
る
答
は
、
「
雁
（
身
）
は
眞
の
雁
で
あ
る
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
封
す
る
さ
ら
な
る
「
難
」
は
、
「
雁
が

眞
慮
な
ら
、
雁
が
説
き
眞
も
ま
た
説
く
は
つ
だ
」
で
あ
り
、
答
は
「
や
は
り
雁
が
説
き
眞
は
説
か
な
い
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
承
け
て
提
示

さ
れ
る
「
此
」
は
、
直
前
の
ふ
た
つ
の
答
、
「
雁
是
眞
雁
」
「
雁
説
眞
不
説
」
を
前
提
と
す
れ
ば
、
同
様
に
柱
（
雁
）
は
木
（
眞
）
の
柱
（
雁
）

で

あ
る
が
、
柱
（
雁
）
は
柱
（
雁
）
で
あ
つ
て
木
（
眞
）
は
柱
（
雁
）
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
と
類
似
の
別
の
例
を
皐
げ
た
う
へ
で
、
新

た

に

畢
げ
ら
れ
た
例
が
成
立
す
る
な
ら
ば
、
柱
（
雁
）
は
木
（
眞
）
の
柱
（
磨
）
で
、
柱
（
雁
）
は
柱
（
雁
）
で
木
（
眞
）
も
柱
（
磨
）

と
い
ふ
こ
と
に
な
り
、
磨
は
眞
の
雁
で
、
雁
が
説
き
眞
も
ま
た
説
く
こ
と
に
な
る
と
論
難
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
拉
」
の
論
理
は
、

答
者
に
よ
つ
て
「
不
例
」
と
斥
け
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
に
、
眞
／
慮
を
聰
／
用
（
木
／
柱
）
と
混
同
し
て
を
り
論
理
を
な
し
て
ゐ
な
い
が
、

答
者
の
提
示

し
た
命
題
を
正
し
い
と
假
定
し
た
う
へ
で
、
同
様
の
別
の
例
を
畢
げ
て
、
そ
こ
か
ら
導
出
さ
れ
る
結
論
に
よ
つ
て
相
手
の
矛

盾

を
突
く
と
い
ふ
鮎
で
は
「
拉
」
の
形
式
に
則
つ
た
も
の
だ
と
い
へ
よ
う
。

　
い

ま
ひ
と
つ
「
第
六
竪
因
果
義
」
の
例
を
見
て
お
か
う
、
。
こ
の
例
は
泥
と
瓶
の
因
果
關
係
に
つ
い
て
の
議
論
で
あ
り
、
『
、
一
論
』
の
中

で
も
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
又

た
問
ふ
。
因
に
種
種
の
因
有
り
、
果
又
た
種
種
の
果
有
る
や
不
や
。
布
施
因
は
雁
に
布
施
果
を
成
す
べ
く
ん
ば
、
戒
を
持
す
る
者

　
　
は

必
ず
し
も
布
施
す
る
こ
と
能
は
ず
。

　
　
答
ふ
。
同
じ
く
只
だ
是
れ
一
箇
の
因
の
み
、
同
じ
く
一
箇
の
果
を
成
ず
。
屋
の
梁
橡
柱
は
同
じ
く
是
れ
屋
の
因
に
し
て
、
ば
田
遮
た
屋
果
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を
成
得
す
る
が
如
し
。

　
　
難
ず
。
學
問
囚
は
聰
明
果
を
得
、
布
施
因
は
富
貴
果
を
得
、
果
に
同
じ
か
ざ
る
有
り
、
何
の
因
か
同
じ
く
一
果
を
成
ず
と
道
は
ん
や
。

　
　
答
ふ
。
泥
瓶
の
因
果
の
如
き
は
、
只
だ
泥
は
是
れ
瓶
の
因
に
し
て
、
瓶
は
是
れ
泥
の
果
と
道
ふ
こ
と
、
前
に
例
せ
り
。

　
　
又
た

問

ふ
。
泥
を
以
て
瓶
を
成
す
に
、
瓶
成
り
て
泥
の
在
る
こ
と
有
り
や
不
や
。

　
　
答

ふ
。
泥
の
在
る
こ
と
無
し
。

　
　
拉
す
。
泥
を
以
て
瓶
を
成
す
に
、
瓶
成
り
て
泥
の
在
る
こ
と
無
く
ん
ば
、
又
た
金
を
以
て
釧
を
成
す
に
、
釧
成
り
て
金
の
在
る
こ
と

　
　
無

か
る
可
し
。

　
　
答

ふ
。
此
の
如
し
。

　
　
責
す
。
若
爲
が
此
の
如
き
や
。

　
　
答
ふ
。
泥
を
以
て
瓶
を
成
す
に
、
瓶
成
り
て
泥
有
る
こ
と
無
く
、
金
を
以
て
釧
を
成
す
に
、
釧
成
り
て
金
有
る
こ
と
無
し
。

　

こ
こ
で
の
「
拉
」
は
、
答
者
の
「
（
以
泥
成
瓶
、
）
無
泥
在
」
を
前
提
と
は
し
な
が
ら
も
、
直
接
そ
の
矛
盾
を
導
出
す
る
の
で
は
な
く
、

同
類
の
疑
問
例
を
提
示
し
て
、
相
手
の
さ
ら
な
る
反
論
を
誘
ふ
と
い
ふ
か
た
ち
を
取
つ
て
を
り
、
こ
の
後
も
こ
の
問
題
を
巡
つ
て
「
問
」

「
答
」
「
難
」
が
展
開
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
部
分
だ
け
が
特
に
「
拉
」
と
さ
れ
る
の
は
、
相
手
の
提
示
し
た
命
題
と
相
慮
す
る
別
の
命
題

を
提
示
し
て
、
そ
の
間
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
論
法
を
採
用
し
て
ゐ
る
か
ら
な
の
で
あ
ら
う
。
こ
の
や
う
に
、
B
D
O
四
六
八
七
號
の
存
在

に

よ
つ
て
、
論
議
の
方
法
と
し
て
の
三
論
學
派
の
「
拉
」
の
形
式
が
道
教
教
理
に
關
す
る
論
議
の
展
開
過
程
に
お
い
て
も
有
用
な
手
段
と

し
て
實
際
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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お
は

り
に

　

『
道
教
義
橿
』
序
に
見
え
る
「
王
家
八
拉
」
と
そ
れ
に
ま
つ
は
る
事
柄
に
つ
い
て
考
へ
て
き
た
。
「
王
家
」
の
王
が
王
斌
で
あ
る
こ
と

は

明
確
に
な
つ
た
が
、
「
八
拉
」
の
具
艘
的
内
容
ま
で
は
明
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
王
斌
が
そ
の
佛
教
知
識
の
基

礎
に

し
た
で
あ
ら
う
三
論
學
派
に
お
け
る
論
議
の
形
式
の
中
に
「
拉
」
が
あ
り
、
「
三
順
一
逆
」
の
「
四
拉
」
を
一
組
と
し
て
議
論
を
展

開
す
る
例
を
は
じ
め
、
「
拉
」
に
關
は
る
多
く
の
術
語
が
使
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
王
斌
の
「
八
拉
」
が
こ
の
や
う
な
三
論
學

派
に

お

け
る
議
論
の
形
式
を
も
と
に
構
成
さ
れ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
こ
と
は
、
お
お
む
ね
肯
定
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
撰
述
時

期
は
不
明
で
あ
る
が
、
六
朝
末
か
ら
初
唐
頃
に
か
け
て
纏
め
ら
れ
た
と
考
へ
ら
れ
る
B
D
O
四
六
八
七
號
に
は
、
道
教
論
書
と

し
て
は
今
の
と
こ
ろ
唯
一
と
い
へ
る
「
拉
」
の
形
式
を
實
際
に
援
用
し
た
議
論
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
ゐ
た
。
こ
の
文
献
が
王
斌
と
ど
の
や

う
な
關
係
に
あ
る
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
時
期
の
三
論
學
派
の
影
響
下
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
ひ
あ
る
ま
い
。

し
か
し
、
唐
代
の
撰
述
と
考
へ
ら
れ
る
王
玄
覧
の
『
玄
珠
録
』
や
『
三
論
元
旨
』
『
道
艘
論
』
と
い
つ
た
そ
の
他
の
道
教
論
書
に
記
録
さ

れ
た

問
答
の
中
に
は
、
三
論
學
派
の
影
響
は
見
ら
れ
は
す
る
も
の
の
、
明
確
に
「
拉
」
の
形
式
を
援
用
し
て
問
答
を
行
つ
た
例
を
見
出
す

こ

と
は
で
き
な
い
。

　
唐
代

に
お
け
る
佛
道
論
議
の
場
を
記
録
し
た
『
集
古
今
佛
道
論
衡
』
な
ど
の
書
に
載
せ
ら
れ
た
李
榮
と
義
褒
と
の
問
答
な
ど
か
ら
、
初

唐
の
頃
ま
で
は
、
「
拉
」
の
形
式
を
援
用
し
た
論
議
が
實
際
の
論
宇
の
場
で
行
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
、
「
拉
」
を
援
用
し
た
の
は
佛
教
の
沙
門

で

あ
り
、
封
論
者
の
道
士
は
こ
れ
に
は
習
熟
し
て
ゐ
な
か
つ
た
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
佛
教
資
料
の
中
で
も
、
湛
然
以
降
に

一
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な
る
と
ほ
と
ん
ど
「
拉
」
の
形
式
を
援
用
し
た
議
論
の
實
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
唐
代
以
降
に
お
け
る
三

論
學
派
の
衰
退
を
別
の
面
か
ら
讃
明
す
る
も
の
と
い
へ
よ
う
。

　

B
D
O
四
六
八
七
號
以
外
の
道
教
論
書
の
中
に
「
拉
」
の
形
式
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
こ
の
や
う
な
三
論
學
派
の
衰
退
と
關
係
す
る

も
の
で
あ
ら
う
が
、
一
方
、
道
宣
の
『
績
高
僧
榑
』
や
孟
安
排
の
『
道
教
義
橿
』
序
が
書
か
れ
た
七
世
紀
後
半
頃
ま
で
は
、
王
斌
の
「
五

格
八

拉
」
が
未
だ
論
議
の
形
式
を
記
し
た
代
表
的
な
書
物
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
意
味
し
、
「
宋
氏
四
句
」
と
と
も
に
、
三
論

學
派
の
論
理
あ
る
い
は
論
議
の
形
式
が
こ
の
時
期
の
道
教
教
理
の
理
論
的
獲
展
に
一
定
の
役
割
を
果
し
て
ゐ
た
と
考
へ
ら
れ
よ
う
。

　
最
後
に
、
王
斌
が
撰
し
た
と
さ
れ
る
い
ま
ひ
と
つ
の
「
五
格
」
に
つ
い
て
も
言
及
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
現
状
で
は
有

力
な
手
掛
り
は
得
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

1注
（2
）

「
其

有
支
公
十
番
之
辮
、
鍾
生
四
本
之
談
、
錐
事
玄
虚
、
空
論
勝
負
。
王
家
八
拉
、
宋
氏
四
非
、
赫
道
正
之
玄
章
、
劉
先
生
之
通

論
、
威
存
主
客
、
從
競
往
還
。
至
於
二
観
三
乗
六
通
四
等
衆
経
要
旨
、
秘
而
未
申
。
惟
玄
門
大
義
盛
論
斯
致
」
。

「
王
玄
覧
著
作
的
一
鮎
考
察
ー
中
國
國
家
圖
書
館
藏
o
。
O
O
楡
゜
。
べ
號
抄
本
校
理
　
附
録
一
王
玄
覧
道
徳
経
義
論
難
（
擬
）
」
（
『
敦
燈
道

教
文
献
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
』
、
二
〇
＝
一
年
三
月
。
附
録
以
外
の
論
文
部
分
は
「
王
玄
覧
著
作
的
一
鮎
考
察
－
爲
紀
念
恩
師

王

明
先
生
百
年
冥
誕
而
作
」
と
し
て
『
中
國
哲
學
史
』
二
〇
一
一
年
三
期
に
牧
載
）
。
筆
者
が
こ
の
問
題
に
興
味
を
抱
い
た
の
は
、

二

〇
一
二
年
三
月
二
十
五
日
に
名
古
屋
大
學
で
開
か
れ
た
「
敦
燈
道
教
文
献
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
王
十
氏
が
來
ら
れ
て
、
上
記
論
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（3
）

（4
）

（5
）

文

の

内
容
を
も
と
に
し
た
襲
表
を
さ
れ
た
の
を
契
機
と
す
る
。
本
論
文
の
前
半
部
分
は
こ
の
と
き
の
筆
者
の
王
ド
氏
の
獲
表
に
封

す

る
コ
メ
ン
ト
を
も
と
に
し
て
ゐ
る
。
本
論
文
執
筆
の
き
つ
か
け
を
設
け
て
い
た
だ
い
た
神
塚
淑
子
氏
と
王
卜
氏
と
に
お
禮
を
申

し
上
げ
る
。
な
ほ
、
王
L
ド
論
文
お
よ
び
そ
れ
に
附
録
さ
れ
た
「
王
玄
覧
道
徳
経
論
難
（
擬
）
」
と
題
さ
れ
た
B
D
O
四
六
八
七
號

の
繹
文

の

中
に
は
一
言
の
言
及
も
な
い
が
、
B
D
O
四
六
八
七
號
は
こ
の
繹
文
を
見
る
限
り
、
陳
垣
の
『
敦
煙
劫
鹸
録
』
で
は
「
剣

八

七
號
」
、
從
來
の
北
京
圓
書
館
の
目
録
で
は
「
北
八
七
、
：
號
」
と
い
ふ
編
號
を
附
さ
れ
「
道
教
詮
理
答
難
」
と
擬
題
さ
れ
る

も
の
と
同
一
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
こ
の
B
D
O
四
六
八
七
號
の
著
者
が
誰
か
と
い
ふ
問
題
に
は
あ
へ
て
論
及
し
な
い
が
、
現
在

の

と
こ
ろ
從
來
の
「
道
教
詮
理
答
難
」
を
擬
題
と
す
る
方
が
適
切
で
あ
る
と
考
へ
て
ゐ
る
。

伊
吹

敦

「
唐
僧
慧
祥
に

就
い

て
」
（
『
早
稻
田
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
紀
要
』
別
冊
一
四
集
、
．
九
八
七
年
一
月
）
。
な
ほ
、
先

行
研
究

と
し
て
、
羽
渓
了
諦
「
『
法
華
博
』
の
著
者
に
就
い
て
」
（
『
六
條
學
報
』
＝
⊃
六
、
大
正
二
年
）
お
よ
び
小
笠
原
宣
秀
「
藍

谷
の
沙
門
慧
祥
に
就
い
て
」
（
『
龍
谷
學
報
』
一
．
二
五
、
昭
和
一
．
年
）
が
あ
る
。

「
又

有
王
斌
者
、
亦
少
爲
沙
門
。
言
辞
清
辮
、
兼
好
文
義
。
然
性
用
躁
誕
、
多
違
戒
行
、
膿
奇
性
異
、
爲
事
不
倫
。
常
著
草
履
、

來
庭
上
座
、
或
著
履
迫
遙
衛
路
。
既
頻
杵
僧
衆
、
遂
反
福
向
道
。
以
藻
思
清
新
、
乃
庭
黄
巾
之
望
。
部
陵
王
雅
相
賞
接
、
號
爲
三

教
學
士
。
所
著
道
家
璽
寳
大
旨
、
縄
稻
四
玄
八
景
一
、
一
洞
九
玄
等
敷
百
春
、
多
引
佛
経
、
故
有
因
縁
法
輪
五
道
＝
．
界
天
堂
地
獄
餓
鬼

宿
世
十
號
十
戒
十
方
三
十
二
天
等
。
又
改
六
通
爲
六
洞
、
如
欝
軍
之
國
云
棄
賢
世
界
、
亦
有
大
梵
観
音
二
實
六
情
四
等
六
度
三
業

二
、
災
九
十
六
種
，
、
一
會
六
齋
等
語
。
又
撰
丘
格
八
抗
、
爲
論
難
之
法
」
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
集
占
今
佛
道
論
衡
』
巻
丁
に
記
録
さ
れ
て
ゐ
る
、
顯
慶
二
年
（
六
五
七
）
に
帝
前
で
行
は
れ
た
李
榮

の
立

て

た
六
洞
義
と
そ
れ
に
封
す
る
僧
慧
立
の
問
難
に
關
し
て
「
次
道
士
李
榮
開
六
洞
義
、
擬
佛
法
六
通
爲
言
」
（
大
正
五
二
、
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（6
）987）　）　）

13　12　11　10
　　）　　 ）　　 ）

三
八

九

上
）
と
あ
る
の
が
参
考
に
な
る
。

「
時
有
王
斌
者
、
不
知
何
許
人
。
著
四
聲
論
行
於
時
。
斌
初
爲
道
人
、
博
渉
経
籍
雅
有
才
辮
、
善
属
文
、
能
唱
導
而
不
修
容
儀
。

嘗
弊
衣
於

瓦
官
寺
聴
雲
法
師
講
成
實
論
、
無
復
坐
虚
、
唯
僧
正
慧
超
尚
空
席
、
斌
直
坐
其
側
。
…
…
而
撫
機
問
難
、
辞
理
清
畢
、

四
座
皆
属
目
。
後
還
俗
、
以
詩
樂
自
樂
、
人
莫
能
名
之
」
。

慧
超
の
傳
は
『
績
高
僧
傳
』
春
六
　
（
大
正
五
〇
、
四
六
八
上
）
を
参
照
。

法
雲
の
博
は
『
績
高
僧
傳
』
巻
五
　
（
大
正
五
〇
、
四
六
三
下
）
を
参
照
。

「
天
監

二
年
…
…
時
諸
名
徳
各
撰
成
實
義
疏
。
雲
乃
経
論
合
撰
、
有
四
十
科
爲
四
卜
二
春
。
俄
尋
究
了
。
又
救
於
寺
三
遍
敷
講
、

廣
請
義
學
、
充
諸
堂
宇
」
。

「
所
以
佛
號
法

王
、
世
之
調
御
。
下
凡
上
聖
靡
不
婦
依
。
山
豆
有
稻
五
老
之
神
、
侃
三
皇
之
籔
、
而
能
爲
稗
氏
之
師
乎
」
。

「
顔
光
緑
王
斌
等
云
、
道
者
練
形
、
法
在
仙
化
。
佛
者
持
心
、
教
在
濟
物
。
論
道
所
宗
、
三
皇
及
與
五
龍
也
」
。

「爲
道
者
、
蓋
流
出
於
仙
法
、
故
以
練
形
爲
上
。
崇
佛
者
、
本
在
於
神
教
、
故
以
治
心
爲
先
」
。

「
原
夫
論
義
之
設
、
其
本
四
焉
。
或
撃
揚
以
明
其
道
、
幽
旨
由
斯
得
開
。
或
影
響
以
扇
其
風
、
慧
業
由
斯
弘
樹
。
或
抱
疑
以
諮
明

決
、
斯
要
正
是
當
機
。
或
衿
伐
以
冒
時
賢
、
安
詞
以
抜
愚
箭
。
託
縁
乃
四
、
通
在
無
嫌
。
必
事
相
陵
、
バ
田
題
符
畜
狩
。
故
世
中
論
士

鮮
會
清
柔
。
初
事
含
容
、
終
成
陥
頬
、
名
聞
誰
賞
。
境
界
非
凡
、
徒
盛
拒
輪
、
畢
蹄
磨
臆
。
故
有
王
斌
論
拉
、
明
探
蛇
勢
、
會
空

屋

子
、
宗
統
語
工
。
聴
其
論
道
、
惟
聞
殺
死
之
言
、
観
其
容
色
、
但
見
紛
披
之
相
。
及
後
業
之
作
也
、
或
生
充
蛇
報
、
或
舌
欄
喉

中
、
或
僧
獄
接
其
來
生
、
或
猛
火
焚
其
往
答
。
彦
綜
山
棲
之
験
、
又
可
誠
哉
。
是
知
道
寄
人
弘
、
非
人
未
可
言
道
。
豊
言
義
府
拉

若
斯
耶
」
。
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（1
4
）

（1
5
）

（1
6
）

（1
7
）

（1
8
）

鎌

田
茂
雄
「
初
唐
に
お
け
る
三
論
學
派
と
道
教
」
（
『
東
京
大
學
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
四
六
冊
、
一
九
六
八
年
三
月
）
、
同

「
『
道
教
義

橿
』
に
あ
ら
わ
れ
た
三
論
思
想
」
（
『
中
國
佛
教
思
想
史
研
究
』
、
春
秋
社
、
一
九
六
八
年
三
月
）
、
中
嶋
隆
藏
「
成
玄

英
の
「
一
中
」
思
想
と
そ
の
周
邊
ー
階
唐
時
代
道
教
の
中
道
観
」
（
『
三
論
教
學
の
研
究
』
、
春
秋
社
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
）
、
中

西
久
味

「
成
玄
英
と
三
論
教
學
に
つ
い
て
の
一
試
論
」
（
『
中
國
思
想
史
研
究
』
　
一
七
號
、
一
九
九
四
年
一
二
月
）
な
ど
を
参
照
。

注

（
2
）
王
十
論
文
。

王
斌
の
時
代
す

な
は
ち
齊
梁
時
期
の
三
論
學
派
の
江
南
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
平
井
俊
榮
「
三
論
教
學
の
歴
史
的
展
開
」

（『一

二
論
教
學
の
研
究
』
、
春
秋
社
、
　
一
九
九
九
〇
年
　
○
月
）
を
参
照
。

「
倶
生
破
者
、
未
生
是
有
、
既
其
得
生
、
生
已
亦
有
、
亦
慮
更
生
。
令
已
未
倶
生
。
名
倶
生
破
。

倶
不
生
破
者
、
若
已
生
是
有
、
既
其
不
生
、
未
生
是
有
、
亦
慮
不
生
。
名
倶
不
生
破
。

以

同
徴
異
破
者
、
既
同
是
有
、
云
何
有
一
生
一
不
生
異
。
故
名
以
同
徴
異
破
。

將
異

拉
同

破
者
、
未
生
既
有
、
生
巳
雁
無
。
將
已
未
之
異
拉
有
同
義
。
名
將
異
拉
同
破
。

無
異
破
者
、
有
義
既
同
、
則
已
未
既
無
異
。

無
用
破
者
、
縦
果
巳
有
、
何
用
更
生
。

噴
用
破
者
、
異
（
果
）
既
已
有
、
雁
有
可
見
之
用
。

此
七
門
因
循
次
第
而
來
」
。

「
復

次
下
第
六
無
用
破
。
自
上
已
來
、
難
拉
縦
横
。
今
拉
停
之
、
直
週
噴
其
有
義
。
汝
既
已
有
、
何
用
更
生
。
直
作
斯
噴
、
辞
理

則
窮
、
無
言
可
封
」
。
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『
十
二

門
論
』
の
關
連
部
分
の
原
文
を
吉
藏
の
科
段
に
從
つ
て
冒
頭
か
ら
初
章
就
生
不
生
門
ま
で
掲
げ
て
お
く
。
な
ほ
、
括
弧
内

は
吉
藏
の
い
ふ
科
段
名
で
あ
る
。

　
　
観
有
果
無
果
門
第
二

復
次
諸
法
不
生
。
何
以
故
。
（
長
行
獲
起
）

　
先
有
則
不
生
　
　
先
無
亦
不
生

　
有
無
亦
不
生
　
　
誰
當
有
生
者
（
偏
本
破
）

若
果

因
中
先
有
、
則
不
雁
生
。
先
無
亦
不
慮
生
。
先
有
無
亦
不
雁
生
。
（
縄
唱
三
句
不
生
）

何
以

故
。
若
果
因
中
先
有
而
生
。
是
則
無
窮
。
如
果
先
未
生
而
生
者
、
今
生
巳
復
慮
更
生
。
何
以
故
。
因
中
常
有
故
、
從
是
有
邊

復
磨
更

生
。
是
則
無
窮
。
（
別
鐸
三
句
不
生
／
初
就
生
不
生
門
／
第
　
倶
生
破
。
以
下
、
別
稗
三
句
不
生
／
初
就
生
不
生
門
は
省

略
）若

謂
生
巳

更
不
生
、
未
生
而
生
者
、
是
中
無
有
生
理
。
是
故
先
有
而
生
、
是
事
不
然
。
（
第
二
倶
不
生
破
）

復
次
、
若
因
中
先
有
果
而
謂
未
生
而
生
、
生
已
不
生
者
、
是
亦
二
倶
有
、
而
一
生
一
不
生
。
無
有
是
庭
。
（
第
三
以
同
噴
異
破
）

復

次
、
若
未
生
定
有
者
、
生
巳
則
雁
無
。
何
以
故
。
生
未
生
共
相
違
故
。
生
未
生
相
違
故
、
是
二
作
相
亦
相
違
。
（
第
四
捉
異
拉

同
破
）

復

次
、
有
與
無
相
違
、
無
與
有
相
違
。
若
生
已
亦
有
、
未
生
時
亦
有
者
、
則
生
未
生
不
雁
有
異
。
何
以
故
。
若
有
生
、
生
已
亦
有
、

未
生
亦
有
。
如
是
生
未
生
有
何
差
別
。
生
未
生
無
差
別
、
是
事
不
然
。
是
故
有
不
生
。
（
第
五
無
異
破
）

復
次
、
有
已
先
成
、
何
用
更
生
。
如
作
已
不
磨
作
、
成
已
不
慮
成
。
是
故
有
法
不
雁
生
。
（
第
六
無
用
破
）
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復

次
、
若
有
生
因
中
未
生
時
、
果
雁
可
見
、
而
實
不
可
見
。
如
泥
中
瓶
蒲
中
席
、
磨
可
見
而
實
不
可
見
。
是
故
有
不
生
。
（
第
七

噴
用
破
）

「
復
次
下
析
4
5
四
捉
異
拉
同
破
。
提
外
人
生
未
生
異
、
以
徴
果
鰐
不
雁
始
終
有
同
。
汝
巳
未
相
違
、
亦
磨
有
無
相
違
。
未
生
既
有
、

生
巳

則
無

也
。
又
汝
反
世
情
、
言
未
生
是
有
者
、
亦
反
世
情
、
已
生
便
磨
是
無
。
又
此
亦
得
是
拉
。
若
必
二
・
口
生
未
生
異
、
亦
慮
有

無

異

也
。
已
未
相
違
故
。
是
二
作
相
亦
亦
雁
相
違
者
、
正
作
有
無
相
違
難
也
。
二
所
作
果
艘
之
相
亦
雁
相
違
、
則
未
生
之
果
既
其

是
有
、
已
生
之
果
即
雁
是
無
」
。

「
復
次

ド
第
五
無
異
破
。
前
正
難
、
次
稗
難
。
正
難
中
前
牒
世
間
未
生
是
無
、
生
巳
是
有
。
故
「
．
口
有
與
無
相
違
、
無
與
有
相
違
也
。

若
生
巳

亦
有
下
正
難
外
也
。
汝
若
避
前
第
四
生
已
無
難
、
便
當
果
腰
始
終
都
有
。
是
故
今
明
、
若
生
未
生
一
．
倶
有
生
者
、
生
已
未

生
有
何

異
耶
。
又
此
亦
得
拉
。
若
生
未
生
同
是
有
者
、
亦
雁
生
未
生
同
皆
是
已
也
。
生
未
生
倶
已
（
未
）
。
若
以
未
生
爲
未
、
生

巳

爲
已
、
亦
雁
已
生
爲
未
、
未
生
爲
巳
。
又
若
有
未
有
巳
、
則
有
有
有
無
。
具
四
難
也
」
。

こ
の
部
分
難
解
で
あ
る
。
い
ま
は
『
國
澤
一
切
経
』
の
長
尾
雅
人
・
丹
治
昭
義
雨
氏
に
よ
る
訓
漬
お
よ
び
注
稗
に
從
つ
て
お
く
。

「
不
老

死

有
生
者
、
法
雁
先
老
死
而
後
生
。
今
不
老
死
、
云
何
有
生
耶
。
不
生
有
老
死
者
、
若
老
死
不
因
生
有
、
亦
此
生
之
後
雁

無
老

死
。
又
得
是
拉
。
若
不
老
死
而
有
於
生
、
亦
雁
不
生
而
有
老
死
也
」
。

「
三

接

ヒ
破
老
少
生
。
老
時
不
失
此
是
有
法
不
失
。
無
老
之
中
無
無
所
失
。
破
意
同
前
。
注
云
泥
團
不
雁
愛
爲
瓶
者
。
此
亦
得
是

拉
。
不
失
則
不
愛
。
若
愛
則
失
」
。

「
問
。
経
文
題
三
車
名
。
就
文
索
之
、
故
云
羊
車
鹿
車
牛
車
、
願
時
賜
與
。
云
何
背
文
、
但
言
一
．
乗
人
索
、
菩
薩
不
索
耶
。

又
拉

日
、
若
二
乗
人
索
三
者
、
雁
二
乗
人
乗
三
車
。
二
乗
人
實
不
乗
三
。
二
乗
人
亦
不
索
三
。
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又

鼓

日
、
若
二
乗
人
索
菩
薩
車
者
。
菩
薩
之
人
慮
索
二
乗
車
也
。
文
義
往
推
、
進
退
窮
検
。
幸
宜
依
禽
、
無
侯
斯
通
。

答
。
若
領
解
前
通
、
無
侯
後
問
。
蓋
是
騰
昔
三
以
徴
今
一
耳
。
昔
本
道
三
、
今
遂
云
唯
此
一
事
實
、
鹸
二
則
非
眞
。
若
爾
、
昔
日

明
有
羊
鹿
牛
車
、
爲
何
所
在
。
騰
三
徴
一
、
文
義
換
然
。
下
諸
難
拉
、
不
通
自
去
。
宜
改
奮
迷
、
以
從
新
悟
也
」
。

「
三

者
、
若
縁
生
於
果
、
果
不
生
縁
、
則
不
由
果
有
縁
、
亦
名
非
縁
。
此
偏
具
得
破
敷
論
大
乗
等
前
因
後
果
義
。
如
毘
曇
云
、
報

無
記
果
未
起
時
、
云
何
名
善
悪
爲
因
。
大
乗
佛
果
未
起
時
、
云
何
名
金
剛
心
萬
行
爲
因
耶
。
又
拉
之
。
未
生
果
已
名
縁
者
、
生
果

竜
雁
名
非
縁
。
又
拉
。
汝
若
未
生
果
巳
名
縁
、
縁
不
由
果
者
、
亦
未
有
縁
時
已
有
果
、
果
雁
不
由
縁
也
」
。

先
に
言
及
し
た
『
↑
．
－
門
論
疏
』
の
「
第
四
捉
異
拉
同
破
」
の
部
分
に
附
さ
れ
た
『
國
課
一
切
経
』
の
注
く
四
四
）
に
は
、
「
拉

同
の
「
拉
」
の
用
法
難
解
で
あ
る
。
徴
・
難
・
噴
（
七
四
頁
）
等
の
文
字
と
共
に
屡
々
用
ひ
ら
れ
て
い
る
が
、
「
拉
」
に
直
接
、

徴
難
等
の
意
味
は
な
い
様
で
、
語
義
は
「
く
ら
ぶ
」
「
な
ら
ぶ
」
「
た
ぐ
ふ
」
で
あ
り
、
捉
異
拉
同
と
は
、
「
異
な
り
と
の
鮎
を
と

っ

て
、
そ
れ
に
拉
べ
て
同
じ
結
果
（
即
ち
異
）
と
な
る
」
と
の
意
味
で
あ
ら
う
。
即
ち
「
生
と
未
生
と
異
な
り
」
と
の
相
手
の
立

場
か
ら
、
必
然
的
に
「
果
な
る
作
相
も
異
と
な
り
、
有
無
相
違
す
る
」
こ
と
と
な
る
。
從
っ
て
梵
語
の
買
毘
a
－
、
筥
毘
呂
σ
q
ロ
の
概

念
に

極
め

て
近
い
も
の
が
あ
る
L
と
い
ふ
。

三
口
例
拉
者
、
乳
爲
酪
因
、
酪
爲
乳
果
。
乳
爲
酪
因
、
因
中
有
果
者
、
酪
爲
乳
果
、
果
雁
有
因
」
。

「
此
是

第
一
二
讐
拉
。
文
即
有
二
。
（
一
）
以
四
（
如
）
爲
拉
端
、
二
正
結
拉
。
初
約
四
如
爲
拉
端
者
、
第
一
約
一
切
衆
生
皆
如
爲
拉

端
、
二
約
一
切
法
如
爲
拉
端
、
三
約
衆
賢
如
爲
拉
端
、
四
約
彌
勒
如
爲
拉
端
。
今
就
此
四
拉
、
深
求
其
意
、
亦
玄
約
三
教
一
教
、

皆
作

四
拉
也
。
初
約
通
作
四
。
三
是
順
拉
、
從
初
至
後
。
一
是
逆
拉
、
從
後
至
初
也
。
　
一
約
衆
生
如
爲
端
。
順
拉
者
、
衆
生
即
是

假
人
、
假
人
如
與
彌
勒
如
無
二
如
。
若
衆
生
如
不
生
不
滅
不
得
受
記
、
彌
勒
如
不
生
不
滅
、
何
得
掲
受
記
。
彌
勒
如
不
生
不
滅
得
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受
記
者
、
此
則
彌
勒
如
異
一
切
衆
生
如
也
。
若
如
有
異
、
是
則
非
如
。
若
如
無
異
、
那
得
一
受
記
一
不
得
受
記
。
若
一
切
衆
生
如

不

得
受

記
、
彌
勒
如
亦
不
得
記
。
若
通
若
拉
、
非
三
教
翻
也
。
二
約
］
切
法
如
、
順
拉
。
一
切
法
如
通
有
情
無
情
。
有
情
者
内
五

陰
實
法
、
無
情
者
即
是
外
國
土
地
水
火
風
草
木
瓦
石
等
。
　
一
切
無
情
之
物
悉
皆
是
如
、
與
彌
勒
如
一
如
無
二
如
。
若
國
土
草
木
等

一
切
法

如
不
生
不
滅
不
得
受
記
、
彌
勒
如
不
生
不
滅
、
那
掲
受
記
。
若
彌
勒
如
不
生
不
滅
得
受
記
者
、
是
則
彌
勒
如
異
國
土
草
木

等
一
切
法
如
也
。
若
如
有
異
、
是
則
非
如
。
若
如
無
異
、
那
得
一
得
受
記
｝
不
得
受
記
。
若
｝
切
法
如
不
得
受
記
、
彌
勒
如
亦
不

得

受
記
也
。
所
以
者
何
。
無
情
之
法
、
佛
不
授
記
。
故
大
浬
繋
経
云
、
若
尼
拘
陀
樹
能
修
戒
定
智
慧
、
我
亦
授
三
菩
提
記
。
以
其

無
心
修
道
、
不
與
受
記
。
故
浄
名
以
此
爲
拉
、
異
有
情
衆
生
也
。
三
約
賢
聖
如
、
順
拉
。
即
是
三
藏
教
通
教
明
三
乗
賢
聖
也
。
此

諸
賢
聖
皆
悉
是

如
、
與
彌
勒
如
一
如
無
二
如
。
若
諸
賢
聖
如
不
生
不
滅
不
得
受
記
者
、
彌
勒
如
不
生
不
滅
、
何
得
猫
受
記
也
。
若

彌
勒
如
不
生
不
滅
得
受
記
者
、
此
則
彌
勒
如
異
諸
賢
聖
如
。
若
如
有
異
、
是
則
非
如
。
若
如
無
異
、
那
一
得
受
記
一
不
得
受
記
。

若

賢
聖
如
不
得
受
記
、
彌
勒
如
亦
不
受
記
也
。
所
以
然
者
、
自
法
華
経
巳
前
、
一
切
二
乗
賢
聖
皆
不
得
受
記
。
故
浮
名
以
此
爲
拉

也
。
四
還
約
彌
勒
如
拉
。
此
是
反
拉
。
彌
勒
如
無
生
滅
得
受
記
、
賢
聖
如
不
生
不
滅
不
得
受
記
。
賢
聖
如
不
得
受
記
者
、
彌
勒
如

那
得
掲
受
記
也
。
若
不
得
受
記
、
即
如
有
異
也
。
如
若
有
異
、
是
非
如
。
若
無
異
、
那
得
一
得
受
記
一
不
得
受
記
也
。
諸
賢
聖
不

得
受
記
者
、
即
彌
勒
亦
不
得
受
記
也
。
次
約
彌
勒
如
、
反
拉
。
一
切
法
如
亦
如
是
。
次
約
彌
勒
、
反
拉
。
一
切
衆
生
如
亦
如
是
、

類
前
作

拉
、
其
意
宛
然
。
二
約
別
教
作
四
拉
、
一
往
類
通
教
可
知
。
三
約
圓
教
作
四
拉
。
亦
「
往
類
通
教
可
知
。
但
別
圓
雨
教
、

皆
約
中
道
眞
如
、
作
拉
爲
異
也
」
。

智
顎
の
『
文
疏
』
に
封
雁
す
る
湛
然
の
『
略
疏
』
（
大
正
三
八
、
六
三
九
上
）
も
こ
の
構
造
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
、
「
三
順
一
逆
」

の
論
法
が
適
用
さ
れ
て
ゐ
る
の
だ
と
解
稗
し
て
ゐ
る
。
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（
3
1
）
「
又
就
此
凡
有
四
拉
。
一
近
遠
倶
不
到
、
則
近
遠
倶
破
。
二
遠
近
倶
不
到
、
遠
近
倶
不
破
。
三
破
近
不
破
遠
。
雁
到
近
不
到
遠
、

　
　

則
有
到
有
不

到
。
四
若
倶
不
到
、
破
近
不
破
遠
、
亦
雁
破
遠
不
破
近
」
。

（
3
2
）
王
十
論
文
は
、
首
訣
部
分
に
前
後
の
關
係
か
ら
推
測
し
た
ら
し
い
「
先
述
十
略
」
を
補
つ
て
ゐ
る
。
ま
た
、
「
十
略
者
」
を
「
十

　
　
略

上
」
と
解
讃
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
明
か
に
「
上
」
で
は
な
く
「
者
」
で
あ
る
。

（
3
3
）
ス
タ
イ
ン
八
二
八
九
、
同
九
四
四
三
、
同
九
四
三
「
、
同
六
二
四
五
は
い
つ
れ
も
背
面
に
馨
書
が
爲
さ
れ
て
を
り
、
か
つ
紙
の
上

　
　
半
が

訣
損

し
て
ゐ
る
た
め
に
、
手
許
の
爲
眞
で
は
明
確
に
讃
み
取
れ
な
い
部
分
が
多
い
。
王
十
論
文
が
「
八
例
」
と
し
て
畢
げ
た

　
　

實
と
不
實
以
下
も
必
ず
し
も
「
八
例
」
の
解
説
と
は
断
定
で
き
な
い
。

（
3
4
）
「
八
種
通
難
、
意
同
八
拉
。
今
不
具
載
、
更
撃
四
勢
、
用
爲
通
法
」
。
こ
の
部
分
、
讐
行
の
注
稗
を
伴
ふ
本
文
の
最
後
の
一
字
が
か

　
　

ら
う
じ
て
「
例
」
と
判
讃
で
き
る
の
で
、
本
文
部
分
に
「
（
八
）
例
」
と
「
八
」
の
字
を
補
つ
た
。

（
3
5
）
智
顕
と
吉
藏
な
い
し
三
論
學
派
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
平
井
俊
榮
『
法
華
文
句
の
成
立
に
關
す
る
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
八

　
　

五
年
二
月
）
、
同
「
天
台
文
献
に
見
ら
れ
る
吉
藏
以
前
の
三
論
教
學
」
（
『
「
二
論
教
學
の
研
究
』
春
秋
社
、
「
九
九
九
〇
年
一
〇
月
）
、

　
　

藤
井
教
公

「
天
台

と
三
論
の
交
流
ー
灌
頂
の
『
法
華
玄
義
』
修
治
と
吉
藏
『
法
華
玄
論
』
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
鎌
田
茂
雄
博
士
還

　
　

暦
記
念
論
集
　
中
國
の
佛
教
と
文
化
』
、
大
藏
出
版
、
「
九
八
八
年
一
二
月
）
、
同
「
天
台
と
三
論
の
交
渉
ー
智
顕
説
・
灌
頂
録
『
金

　
　

光
明
経
文
句
』
と
吉
藏
撰
『
金
光
明
経
疏
』
と
の
比
較
を
通
じ
て
ー
」
（
『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
三
七
春
二
號
、
一
九
八
九
年
三

　
　

月
）
を
参
照
。
ま
た
、
湛
然
と
三
論
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
池
田
魯
参
「
湛
然
の
三
大
部
注
書
に
見
え
る
三
論
教
學
」
（
『
三
論

　
　

教
學
の
研
究
』
）
を
参
照
。

（
3
6
）
「
問
。
三
藏
菩
薩
難
得
四
悉
檀
、
望
通
教
但
成
三
悉
檀
。
今
通
教
望
別
教
云
何
。
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答
。
有
二
義
。
當
通
是
得
四
、
望
別
但
得
一
．
「
。

　
　

問
。
別
教
望
圓
亦
爾
不
。

　
　

答
。
不
例
。
圓
別
謙
道
同
故
。

　
　
拉

日
、
三
藏
通
教
、
倶
讃
眞
諦
、
亦
雁
倶
得
四
。
答
。
三
藏
眞
諦
難
同
、
菩
薩
不
断
惑
故
閾
一
。
圓
別
倶
断
惑
、
是
故
倶
四
。

　
　
又

拉
。
三
藏
通
等
難
四
而
・
．
可
是
灌
、
別
教
四
而
不
一
、
．
、
磨
非
是
権
。

　
　
答
。
三
藏
通
教
、
教
讃
倶
是
権
故
、
但
三
無
四
。
別
教
教
道
樺
、
謹
道
實
。
從
謹
則
四
、
從
教
則
権
。

　
　
又

拉
。
謹
道
有
四
、
教
道
雁
三
。
答
。
若
取
地
前
爲
教
道
、
磨
如
所
問
（
云
云
）
」
。

（
3
7
）
顯
慶
二
、
年
久
、
⊥
月
…
…
時
道
＋
李
榮
先
昇
高
座
、
立
本
際
義
。
敷
褒
云
、
承
師
能
論
義
。
請
日
升
高
座
、
共
談
名
理
、
便
即
登

　
　
座
。
問
云
、
既
義
標
本
際
。
爲
道
本
於
際
、
名
爲
本
際
。
爲
際
本
道
、
名
爲
本
際
。
答
云
、
互
得
進
。
難
云
、
道
本
於
際
、
際
爲

　
　
道
本
、
亦
可
際
本
於
道
、
道
爲
際
．
兀
。
答
云
、
何
往
不
通
。
鼓
日
、
若
使
道
將
本
際
圧
得
相
返
、
亦
可
自
然
與
道
互
得
相
法
。
答

　
　
日
、
道
法
自
然
、
自
然
不
法
道
。
又
拉
日
、
若
使
道
法
於
自
然
、
自
然
不
法
道
、
亦
可
道
本
於
本
際
、
本
際
不
本
道
。
於
是
道
士

　
　
著
難
、
恐
墜
厭
宗
。
但
存
絨
獣
、
不
能
加
報
。
褒
即
覆
結
難
云
、
汝
道
本
於
本
際
、
遂
得
道
際
互
相
本
、
亦
可
道
法
於
自
然
、
何

　
　
爲
道
白
不
得
互
相
法
。
榮
得
重
拉
、
既
不
領
難
、
又
不
解
結
」
。
王
十
前
掲
論
文
は
、
同
じ
道
宣
の
『
績
高
僧
榑
』
義
褒
傳
を
引

　
　
く
が
、
こ
こ
で
は
よ
り
詳
細
な
『
集
古
今
佛
道
論
衡
』
に
よ
る
。
な
ほ
、
紙
幅
の
關
係
で
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
が
、
『
集
古

　
　
A
，
佛
道
論
衡
』
に
は
こ
の
他
に
、
巷
r
「
大
慈
恩
寺
沙
門
覗
辮
與
道
仁
封
論
第
六
」
（
大
正
五
、
一
、
二
、
九
四
ヒ
）
の
李
榮
と
霞
辮

　
　
の

問
答
の
中
に
も
「
拉
」
に
關
連
す
る
と
思
は
れ
る
記
事
が
見
ら
れ
、
こ
れ
に
績
く
「
茅
齋
中
與
國
學
博
士
萢
賛
談
論
序
」
（
三

　
　
九

五

上
）
に
も
「
拉
」
の
論
法
が
實
際
に
使
は
れ
た
問
答
例
が
記
録
さ
れ
て
ゐ
る
。
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（3
8
）

（3
9
）

「
問
。
爲
是
眞
身
説
経
、
爲
是
雁
身
説
経
。

答
。
雁
説
眞
不
説
。

（中
略
）

問
。
此
経
既
是
雁
身
説
、
未
知
眞
身
亦
説
不
。

答
。
眞
身
不
説
。

難
。
若
也
雁
説
眞
不
説
、
雁
此
雁
非
眞
雁
。

答
。
雁
是
眞
慮
。

難
。
雁
是
眞
雁
、
亦
慮
慮
説
眞
亦
説
。

答
。
慮
説
眞
不
説
。

即
拉
。
若
雁
是
眞
雁
、
雁
説
眞
不
説
、
亦
可
柱
是
木
柱
、
柱
柱
木
不
柱
。
若
使
柱
是
木
柱
、
柱
柱
木
亦
柱
、
亦
可
雁
是
眞
雁
、
慮

説
眞
亦
説
。

答
。
木
柱
可
是
眞
雁
耶
。
不
例
」
。

「
又

問
。
因
有
種
種
因
、
果
又
有
種
種
果
不
。
布
施
因
雁
成
布
施
果
、
持
戒
者
不
必
能
布
施
。

答
。
同
只
是
一
箇
因
、
同
成
一
箇
果
。
如
屋
梁
橡
柱
同
是
屋
因
、
還
成
得
屋
果
。

難
。
學
問
因
得
聰
明
果
、
布
施
因
得
富
貴
果
、
果
有
不
同
、
何
囚
道
同
成
一
果
。

答
。
如
泥
瓶
因
果
者
、
只
道
泥
是
瓶
因
、
瓶
是
泥
果
、
例
前
。

又

問
。
以
泥
成
瓶
、
瓶
成
有
泥
在
不
。
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答責答拉答o　 o　 o　 o　 o

無
泥
在
。

以
泥
成
瓶
、

如
此
。

若
爲
如
此
。

以
泥
成
瓶
、

瓶
成
無
泥
在
、
又
可
以
金
成
釧
、
釧
成
無
金
在
。

瓶
成
無
有
泥
、
以
金
成
釧
、
釧
成
無
有
金
」
。
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